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(ピット類) 主柱穴以外のど、ソトとしては、 B-耳。がある。その詳細は第3表に示す通り

である。表からもわかるように、これらのピットの中で耳2とR。は他のピットと性格を異にし

ている。両者のうち、耳2は住居跡内のピットでは特に大きを不整円形のピソトで、埋土中に

は焼土及び炭化物が含まれ、中から土器片や礫が多数出土している。その位置関係からみて、

かまどに付属した施設の一部と考えることが出来よう。耳。は住居跡との切り合い関係や、出

土遺物からみて住居跡に直接関係あるがま不明であるが、位置関係から見て、住居跡に付属す

る可能性が大きい。

(かまど) かまどは、南壁及び東壁で各1基ずつ発見されている。

南壁かまど 南壁に構築されたかまどは、耕作により削平されているが、検出時点で左側袖が

長さ1.08m,巾0.54m,高さ0.05m,右袖が長さ0.64m,巾0.24m,高さ0.05mの規模でそれ

ぞれ残っていた。両袖には聖体を補強する礫や土器片などが含まれていなかった。両袖に狭ま

れた、火床部と推定される部分には1.3×0.6の範囲で焼土の堆積層が検出された。煙道は住居

跡の南壁にほぼ直角に作られ、真北より1300束方向に約1.16m伸びているが、煙道は検出面か

ら0.06mほどの深さでほぼ水平に延び、その先端部に直径0.34×0.3m、深さ0.14mの平面不

整円形の摺鉢状の煙出し部がついている。

東壁かまど このかまどは、住居跡の埋没以前に破壊されており、煙道部のみが検出された。

煙道は住居跡東壁に対してほぼ直角に作られ、真北より400束方向にほぼ水平に1.1m伸びてい

る。煙道部は検出面から深さ0.02-0.1mを測り、先端には直径0.46×0.36m、深さ0.3mの平

面不整円筒形の煙出し部がついている。

以上の2基のかまどのうち、時間的には南壁に構築されたかまどが新しく、住居跡廃絶時ま

で使用されたと推定される。

(焼土推積遺構) 住居内の中央付近2ヶ所から橙一幅赤褐色の焼土堆積層が検出された。焼

土層下の床面はほぼ平坦で周りを囲む礫をども発見されなかった。位置的な関係から地床炉

跡と思おれたが、焼土層の周辺部から土製フイゴロの破片、焼けた粘土塊、それにかなり多く

の鉱澤、鉄器類が出土していることからむしろ、小型鍛治炉跡の可能性が大きいといえる。

〔埴土〕 住居跡を覆う埋土は地山の土層とほとんど同質同色の褐色系のシルト質軽埴土層が

主体であるが、場所によって混入物や色調に幾分の違いが見られる。また、かまどや煙道部や

一部のピットなどでは焼土や炭化物層が部分的に卓越している。

〔造物出土状況〕 住居内の遺物出土状況は第10図に示した通りである。図からもわかる様に

遺物は住居跡全体に広く分布している。その多くは須恵器や土師器などの古代の焼物類の破片

であるが、他に鉄器類、鉱津、土製フイゴ羽口、砥石、土錘などが出土している。これらの遺

物のうち、焼物類は床面からも出土しているが、多くは埋土中から発見されており、住居跡廃
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絶後、埋没するまでの間に混入堆積した様相を呈している。また、鉄器類は、住居跡の中心部

に集中する傾向が見られ、鉱澤やフイゴ羽口をどとともに、床面中央部の焼土遺構との関連が

予想された。

〔遺物〕  (第11-13図、第4表、写真11、 19-1、5、9、20-1、3、21-3-7、 22-2)

住居跡内から出土した遺物は、層位的な確認が充分にできなかったのですべて一括遺物と

して扱う。そのうち、全体形状のよく知られるものを第11-13図に図示した。

(焼物類) 杯類 第11図、 1-5は杯類であるが、そのうち1、 3はA群工-2a類に、 2は

I-2b類、 4はII-1a類、 5はⅣ-2a類にそれぞれ分けられる。

小型カメ類 6, 13-15は小型のカメ類であるが、 6、 15以外はロクロを成形したB群III類の

小型カメ類である。 6はH-1類に含まれるが、 15は磨滅が進み、一部技法的に不明であるが

6と同類であろう。

長胴カメ類 7-9、 11、 12は長胴カメ類である。いずれも破片で全形のそろっているものは

ないが、そのうち、 7はC群I-1c類、 8はI-1d頬に含まれるであろう。 9、 11、 12はロク

ロ調整痕のあるグループで、そのうち9はII-2a。類、 11、 12はII-2al類に含まれる。

鉢、壷類10は内黒の鉢類でD-1類に分類されるものである。第12図1、 5-9は須恵器の

中一大型の壷類である。そのうち1、 6、 7はF群III-2b類、 8はIIト2c類、 9はIII喜1b類、

2はF群の中型語形のいずれかにそれぞれ含められる破片資料である。

長頸瓶類 3-4は、須恵器の長頸瓶で、いずれもG群I-1頻として分類される資料である。

特に、住居跡南西隅より出土した4は全形を復元し得る稀有を例である。

(鉄器) 鉄器としては、第13図1-18に図示した18点の鉄器類が出土しているが、断片にな

ったり、腐蝕されたりしているため器種の不明封固体が多い。

その中で、 8、 10、 15、 18は刀子ないしその破片と思われる。 13、 17は鉄と思われ、 1、 2、

3なども同類と推定される。ただ、 12などとの類似から針状金具の可能性も予想される。 4、

5、 6、 7、 9、 11、 14、 16などは今のところ性格が全く不明である。

(石器) 石器としては19の小型砥石1点が、住居跡の南西隅よりの西壁際の床面より出土し

ている。材質は風化の進んだ流紋岩で、研摩面は3面ある。

(土製品) 容器以外の焼物として、 20、 21に掲げる様な性格不明の土製品2点が出土してい

る。そのうち20は折れた円柱状の土製品であるが、胎土中は砂が多く含まれ、にぷい橙色を呈

している。 21は橙色を呈した、やや厚みのある円盤状の土製品であるが、やはり欠けている。

色は橙色を呈し、胎土中に含まれる砂は20より少をい。をお、この他に住居跡内からは土錘2

点が出土しているが、調査終了後、行方不明に在っている。

-
50

一



鴻ノ巣館遺跡

i:∴

- 

13 

ー 

9 0 5 10c鵬

第11図 AFO3住居跡出土遺物実測図(1)
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第4表 AFO3住居跡出土遺物一覧表

焼 物

蓋測彗 写真番号 器種名 口径 底径 器高 そのイ也の 
夕煙色調 

ム土の 残存部位 
焼成によ る分類 墓場志 法 案と イ直 験 況 

12-1 
- 須恵器 小型壷頼 東煙道 15.00 ーCm 糾9cm 

Cm 休部径残組3.8 頚部径巾8.8 頚部径巾9.6 

灰 箆少芙 口緑部一体部 

2 

11-2 

須恵器 り 床蝦土 
上擢2`L6 下雅19.8 

ー 
残2.8 暗 灰 

缶少少互と 混入 口緑部 

3 須恵器 長頚甑 床部理工 18.8 

ー 
予言ざ 暗 灰 鰭少葵 口緑部 

4 須恵器 長胴瓶 床部埋土 12.3 10.2 28,0-2&4 濃 灰 
糸田秒少 量と混入 

完形 

5 
ー 須恵器 大型壷 床部壌土 ー 

厚0.ト0.9 投12.8 黒灰一灰 砂混入 休部 

6 
ー 須恵器 壷? 床観土 鼓14.0 惟9.0 5.0 灰 

缶少少五〔 浪人 休部一底部 

7 
ー 須恵器 大型壷 床部壌土 ー 

母0.8へ0.9 良7.7 灰 砂混入 休部 

8 
ー 須恵器 大型壷 廃部理工 ー ー 

投14.7 
休部篠山13.2 脚姉部iO.6-0∴ 

灰 砂混入 休部 

9 
ー 須恵器 大型壷 廃部壁土 

- 
厚1.0 長8.0 

頚部径巾7.3 頚部後継10.8 休部徳雄12.6 

暗黒袖 砂混入 休部 

11-1 11-4 土師器 内黒土不 床部埋土 12,8 6.6 5.0 
(二軍ドしヽ 舐楷 糾l砂少 おと混入 口緑部一底部 

2 3 土師器 内黒杯 床吾随土 碓13.2 碓6.0 4.8 
(こ.ぶし\ 葺き∴寿董 

糸田砂少 山〔浪人 糸田秒少 上江混入 

口緑部一底部 

3 6 土師器 内黒土不 床部培土 雅13.4 5.8 5.0 
(こぶヾしヽ 萌二橙 口緑部一底部 

4 8 須恵器 杯 床部壌土 碓14.0 6.0 4.0 

婆農智 橙 

口緑部一底部 

5 7 須恵器 杯 床批 擁14.4 碓6.4 4.4 砂混入 口緑部一底部 

6 
ー 土師器 小型カメ 床宮随土 耀13.2 

ー 
組0 砂混入 口緑部 

7 
- 

須悪質へ 土師質土器 
小型カメ 床部壌土 碓19.0 

- 
糾3 休部径推 8.4 浅黄橙 砂混入 口緑部一体部 

8 
- 土師器 長別種カ メ? 廃部埋土 う舷2.0 

ー 

糾0 15.2 

休部径推17.4 体邪径推12.l 

橙 砂混入 口緑部一体部 

9 
ー 

⊥二回j単 二土器‡ 
長胴カメ 床部理工 21.2 

ー 
禁裏崖 砂混入 口緑部 

10 11-1 土師器 離‡鉢 床宮隠士 う磁9.0 8.8 
(こぶヾしヽ 費橙 細砂混入 口緑部一底部 

11 
ー 

多良)悪蹟 ユニ嵩‡ 
長胴カメ 

南方マド 軸付近 
胞5.6 

ー 
糾0 黄 白 砂混入 口緑部 

12 
- 

多頁悪く賀 ユニ器‡ 
長胴カメ 廃部埋土 う磁8.0 

- 
糾4 

休部径推25.0 休部経緯14.8 

(こぶさし\ 禍 
砂混入 口緑部 

13 
- 土師器 小型カメ 留孟 碓17.0 

- 
糾0 明赤禍 砂混入 口緑部一体部 

14 
ー 

土師へ 須悪質土器 
小型カメ 床部理工 碓15.6 7.4 糾0 橙 砂混入 口緑部一体部 

15 1l-9 土師器 長胴カメ 床拙班二 
ー 

7.4 域6.3 休部径推18.7 橙 砂混入 休部一底部 

ー 
5 土師器 内黒杯 廃部理工 

- 
6.0 4.5 橙 砂混入 休部一底部 

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構唐 最大長 最大巾 最大厚 重 量 材 質 備 考 

13-19 19-5a.b 砥 石 床部埋土 5.2c爪 6.4cm 2.9cm 959 流紋岩 2面共擦痕あり 

土製品

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 
最大径ない し巾×厚 

色 調 胎土の状況 黒 斑 磨滅状況 

13-20 

19-9 ケ 

円柱可犬 上現品 

床面 イ′ 

3.5cm 1.5cm 
(こぶさしヽ 橙色 砂混入 

なし ケ 

やや著しい 

2l 
偏平板状 士魂品 

3.6 1.2 赤褐色 砂混入 あまり進んでいない 
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実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 休
部 横断面形 

保存状況 備 考 

13-1 

21-3 ノブ ケ ケ ケ ケ 21-7 

釘? 床部理工 2.4cm 

0.4cm 0.5 

C叩 不整円形 

不良 ノン ク 〃 ケ ゲ イ/ やや良 

全体の鍬とが目立つ 

2 釘? 廃部壁土 2.8 

0.4-0.了 0.04へ0,OI 

楕円形 

3 
9 床部埋土 2.8 不整「1彬 

4 刀子? 床 面 3.1 0.08-0.0 不整櫛形 

5 
9 床都埋土 3.9 

0.85-1.1 0.8 

0.75 不勘1彬 

6 
り 床部埋土 4.45 0.8-1.3 不整円形 

7 釘? 床部埋土 3.8 0.8 不瓢湖形 か劉)の鋳化和 

8 

3 ケ ケ 21-6 

刀子の柄 床 面 2.6 1.1 0.3へ0.3’ 不整長方形 
銅が岩出・竹上て有るが 残(碑;分の原形がわから 

9 釘? 床部埋土 2.1 

0.7 l.9 0.55-0.4 0.45 0.5-0.8 0.5 

不勘咽形 

不良 ケ イ′ ケ やや良 
鋸化詳しい 紹はもまふ)たくに∴理工 形をとど高/こ 

10 刀子の先 床 面 2.9-1.4 不整口形 

11 刀 子 床 面 3.0 不整長方形 

12 3 釘? 床部埋土 7.2 不猟晒形 

13 

7 ケ ケ ケ 21-5 

鉄 鎖 床部理工 7.05 台形状 

14 り 床部埋土 5.65 0,95-1.0 0.5 長方形 

不良 ケ ′′ 良 ケ 

錆こ/晶リ 原形をとどめている 

15 刀 子 床部埋土 5.8 l.35へl.8 0.13-10.5 不整長方形 

16 
り 床部壌土 14.8 0.5-1.1 0.7 不整長方形 

17 刀 子 床 面 14.8 0.6-1.1 0.35-0.9 
イ雷神腫多と 台彬 

18 4 刀 子 床 面 35.6 0.35へ2.1 0.35へl.1 
11を方形及び 台形 錆はあるが原形が晒往 

EJ53住居跡(第14-16図、第5表、写真10-4、 14-4、 5)

〔位置〕 調査区中央部北寄りの東辺に位置している。

〔重複関係〕 EI50ビットに切られている。

〔形状、規模〕調査区の束辺の巾約0.5m、長さ約4.2mの範囲にれたって検出された竪穴

住居跡である。その全形は、遺構の大部分が調査区域外にあるため不明であるが、隅丸方形で

ある可能性が強い。床面は検出面より約0・18m内外下がるが全体的に北高商低のレベルを示す。

〔埋土〕床面を直接に覆う埋土は、 EJ50ビットとほとんど同質の砂質軽堆土層であるが、

その上には水田の耕作土が乗っている。

〔遺物出土状況〕遺構の埋土中一下層の全体から、古代の焼物類の破片が出土している。

〔遺物〕  (第16図、第5表、写真14-4、 5)

(焼物類)出土した78点の古代の焼物類の中には、 A群I, III、 Ⅳ類の杯やB、 C群、 F群

などの各話形が認められる。そのうちで全形の比較的よく知られる資料を第15図に図示した。

1-7まではA群の杯類であるが、そのうち1、 3、 4はI-2a類である。 2、 5はI-1類

がI-2頼であるか、底部が無く、磨滅が著しいので不明である。 6はA群I-1a3類、2b類

の破片である。以上のほがこ8の小型土器が出土している〇二の土器は分類上、一応J群I-

1類とされているものである。
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層 土 色 土 性 特∴徴 

1 

暗謝 ケ 

Hし1elOYR% 

シルト質軽雄土 /′ 

小さか」、石を含む( 

2 ケ∴名 砂が多く含まれているくつ 

第14図 EI50ピット・ EJ53住居跡平断面実測図
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FJ50ピソト
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投影図申実線の太線部分A-A ’間の遺

構の底部。点線の太線部分と灰色で表

示された部分は遁樺の最深部の範囲を

現わす。

E J50ピ、ノト中の過物出土状況につい

ては調査時の資料が不充分であるため

省略した。

基準前庭抜37. 00m

_4

sol士

日雪国圏

EJ53ピット

阜

〇
〇

〇
〇

○
。
8
∞
〇
〇
〇
 
。

○

葉
。
遠

霊

招

○

の
° 

彩
へ・・† ;・・犠謹酬 

0 1 2m」⊥」_⊥ L臆⊥⊥」」」○○」⊥鵜」」_⊥」 l , l

第15図 EI50ピット・ EJ53住居跡遺物出土状況図

-
57

-



鴻ノ巣館遺跡

〇〇一〇〇〇〇〇〇〇き。_-

i

0 5 10c調

第16図 EI50E`ソト・ EJ53住居跡出土遺物実測図

表5表 EJ53住居跡出土遺物一覧表

焼 物

実測図 写真 婚誠によ 
器種名 

出 土 
口径 底径 器高 

その他の 外壁 胎土の 残存部位 番 号 番号 る分類 遺構層 法量侶 色調 状 況 

15-1 15-4 土師器 内黒埼 

床部埋上 々 ノブ ケ タ グ ケ ノブ 

碓14.00m 

推5.覚m 碓6.3 

5.備州 Cm 
(こぶしヽ 萌三橋 糾l砂少 量と混入 口緑部一底部 

2 15-5 土師器 内黒土不 碓17.0 糾8 

休部径推7.8 休部径推9.0 

鈍い黄橙 
砂少量 混入 

口緑部一体都 

3 
ー 土師器 内黒土不 耀14.8 4.3 にぷい橙 

砂少量 混入 
口緑部一底部 

4 
ー 土師器 内黒土不 薙15.2 碓5.5 碓5.1 浅黄橙 

納砂少 量混入 

口緑部一体部 ・ケ 口緑部、休部 

5 
ー 土師器 内黒土不 耀14.6 残7.6 

碓4.3 碓4.2 

にぷい褐 
紳砂混 入 

6 
ー 

土師質 ! 須恵質 

杯 薙16.9 
- 

橙 ノブ ケ 

細砂混 入 ク 糸田砂少 量と混入 

7 
ー 

土用団′そ 土器 杯 碓17.0 

- 
休部径推8.2 口緑部、底部 

8 
- 土師器 小型壷 擢5.0 確3.0 口綾部一底部 

FAO6住居跡(第17-20図、第6、 7表、写真3、 12、 18、 20-22)

〔位置〕 調査区中央部北寄りの西辺に位置している。

〔規模、形状〕 一辺6nl内外、検出面からの深さ0.20m内外の隅丸方形の竪穴住居跡で、そ
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の東辺は真北に対して、約300束に振れている。西半部は杉の木の抜根によって大きく破壊さ

れており、調査当時一部が、道路敷の下に埋没していたため完掘できなかった。

(柱穴) 住居跡に伴をう柱穴状のピットとしては、南壁際の東寄り部分に耳ひとつが発見さ

れただけある。

〔付属遺構〕 付属する遺構としてはR-島の各ピ・ノトと、かまど及び焼土遺構1基がある。

(ピット類) R-島は住居跡の床面上ピ、ノト類であるが規模や形態については第6表を参照

されたい。以上のピットのうち、耳は検出された住居跡の床面の中央部に位置し中からは須恵

器の大形容器の破片が多数出土しており、当該容器の据え穴である可能性が大きい。勤ま両壁

に接する浅い摺鉢状ピ、ノトである。 Iもは巳と接して、西側に位置する浅い舟底形のど、ノトであ

る。両者はいずれも焼土で埋められていたが、その新旧関係は不明である。モミは住居跡の北東

隅に位置する平面円形の摺鉢状ピットである。中には焼物の破片の混った焼土、木炭の混合層

が何校か重をっており、貯蔵穴ないしは灰捨て穴と思われた。勤まかまどの北側にある平面楕

円形の浅い変形舟底状のピットである。 Bなどと同様焼土がつまっていた。勘ま住居跡の南東

隅に位置する不正円形の摺鉢状のピットである。このピットには、かまど部分の聖体崩落土と

思われる焼土まじりの暗褐色土が流入している他、炭化物や焼土塊の混入した何校かの土層が

堆積している。このピットからも島と同様、多量の焼物破片が出土しており、性格的には同類

と推定される。

第6表 FAO6住居跡ピット一覧表

ビット名 平 面 形 断 面 形 平面規模(m) 深さ(m) 埋 土 状 況 出土遺物 

R 円 形 U 字 形 0.2 ×0.2 0.16 焼土 なし 

毘 

不整円形 ケ ウ ノプ 繊長円形 

摺 鉢 形 0.5 ×0.48 0.18 

焼土、炭化物含みシルト質軽埴土単層 ノク ノブ タ イ′ 暗褐色シルト質軽埴土単層。 焼物頼 イ′ 焼物頒 ケ ケ なし 

B 浅い鍋底形 l.1×0.9 0.16 

Pl 皿 形 0.65×0.42 0,07 

乾 据 鉢 形 l.22×1.12 0.4 

R 舟 底 形 0,9 ×0.58 0.21 

E 円 形 U 字 形 0.26×0.26 0.15 

(かまど) 東壁の南寄り部分にほぼ直角に作られている。埋没時の撹乱等によって、相当破

壊されているが、火床部には固く焼けた焼土層が残り、その南東部には検出面からの深さ約0.4

m内外の平面不正隅丸四角形状の摺鉢状ピットが見られる。このピットは煙出し部分の痕跡と

思おれる。火床部とビット間の距離は両端部約1.65mを測る。
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(焼土遺構) 遺構と言うべきか不明であるが、住居跡床面の3ヶ所にやや強く火を受けた、

最大径0.5i巾内外の焼土区域が見られたが、 A FO3住居跡で推測された鍛治炉の様を施設かど

うか確認できなかった。

〔埋土〕 住居跡床部の主な埋土は粗砂及び焼土や炭化物の少量混入したにぷい黄褐色ないし

褐色のシル上質土層である。以【二の埋土以外かまど都や煙道には燈色の焼土が見られ、耳や煙

出し部には煤の混入した黒褐色の砂上や軽壇上が見られる。

(遺物出土状況) 遺物は住居跡の床面やR、巳、巳、島などの各ピ・ソトを被う埋上層中から

バラバラに出土した。その中でも特に出土点数の多いのは、堅、島で、他に耳からは須恵器の

壷の破片が多数まとまって出土している。杉の抜根穴からの出土品も含めて、総計1115点を数

える遺物の大部分は、土師器や須恵器など古代の焼物類の細片で占められている。他に土錘が

一点、鉄器としては、島と北側の壁に挟まれた床面から鉄製の鋤先金具1点と床面中央部から

性格不明の鉄器2点の計3点が出土している。

〔遺物〕  (第19、 20図、第7表、写真12、 18-4、 20-5、 21-11、 22-1)

住居跡から出土した遺物は、調査時に層位別に採集する事が困難であったため、一括してF

AO6住居跡の出土資料とした。そのため、やや時間的前後関係は不正確にをるが、比較的形状

のよく知られるものを第19、 20図に図示した。

(焼物類) 杯類 第19図1-9、1l-15、17は杯類である。そのうち、 1-5はA群I-2

類の中に入るもので、磨滅が著しいためへラ削りの技法のよくわからをい2、 5を除いて、す

べてI-2a頻に含まれるタイプである。そのほか6はI-1al頼、 11がI-3b2類、 7、 9、12、

14はH-1a類、 17がII-2頼、以上の杯以外、 10は回転糸切の底部を有する須恵器であるが、

その器形は杯か、それ以外の小型器種なのか不明である。 8は焼成不良の須恵器である。

小型カメ類15はB群III-1類の小型カメの下部破片である。 18、 19は小型カメ類の上半部破

片で、 II-2類に含まれる資料である。 21はやや大振りであるが、一応H-1類に含められる

口辺一胴体部資料である。

長胴カメ類16、 22-24はC群の長胴カメ類の破片であるが、そのうち16、 20はI-1a類の破

片と思われる。 23はI-1類の破片であるが内部に横方向のヘラ削りが施されている。 22、 24

はH-2a,頻の破片であるが、 24は磨滅が著しく、削り調整痕は不明瞭である。

壷類 25は、 Rから出土したF群III-1b類の須恵器の大型容器である。 8は焼成不良の須恵器。

(鉄器) 鉄器としては、第20図1-4に示すものが、床面の各所から出土している。 1は鉄

製鋤先金具で鋸化が著しいが、全体の形状は比較的よく保存されている。 2、 3は刀子の刃部

刃片であろう。 3は針状の鉄製品であるがその用途は不明である。

(土製品) 容器以外の焼物として5に示した様な紡錘型の士錘が1個床面から出土している。
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第7表 FAO6住居跡出土遺物一覧表

焼 物

実測図 写真 焼成によ 
器種名 

出 土 
口径 底径 器高 

その他の 外壁 胎土の 
残存部位 

番 号 番号 る分類 遺構層 法量値 色調 状 況 

19-1 
ー 土師器 内黒埼 カ、まと■ オっき 16.00m 6.純血 4.純m 

Cm 休部径残12.8 

(二軍ドしヽ 桟 缶少少量と 混ノ、 
口緑都一底部 

2 
ー 土師器 内黒埼 床部埋土 推15.7 維7.0 推4.4 浅黄橙 

砂少」∴立 混入 糾う砂少 麺こ混入 

口緑部一底部 

3 12-6 土師器 内黒杯 カ、まど えっさ 推16.4 6.2 5.1 
(こぶしヽ 競・構 

口緑部一底部 

4 5 土師器 内黒埼 カ、まと’ わき 擢16.6 78 4.5 
(こぶしヽ 萌三橋 口緑部一底部 

5 

4 9 

土師器 内黒杯 床部埋土 擢150 稚5.6 5.5 浅黄橙 
有少少量〔 混入 口緑部一底部 

6 土師器 内黒埼 Pl 推14.2 5.0 

5,l 4.5 

→ 

糾1砂少 立と混入 
口緑部一底部 

7 圭師馨 杯 床割埋土 12.6 維5.5 

(こぶJヽ 橋へに 」示し“悶 

砂混入 口緑部一底部 

8 8 
生焼け 須恵器 

杯 P5 推14.2 5.4 

ヲ炭‾ 一橋 
璽篤実 口緑部一底部 

9 10 
土合両誌 土器 埼 床部埋土 14.6 4.8 4.9 橙 

石英砂 混入 口緑部一底部 

10 
- 須恵器 杯? P3 

ー 
4.6 推2.7 

オリー ーブ灰 納I砂少 丑混入 
体部一底部 

11 7 土師器 埼 床部埋土 推13.3 6.9 3.2-3.8 

脚部径7.4 休部径残推14.0 

浅黄橙 
糾l砂少 量と混入 

口緑部一脚部 

12 12 
土合市費 土器 埼 ピット 推14.8 6.0 5.2 

I二.去さしヽ .橋 糾i砂少 五±混入 
口緑部一底部 

13 11 筆恵篭 埼 P6 推15.0 6.4 4.9 淡黄色 
石英質 の 砂混入 

口緑部一底部 

14 
ー 

ニ上白布質 土器 小型カメ 廃部埋土 
ー 

5.9 残3.5 浅黄橙 砂混入 休部一底部 

15 
ー 

誓恵鷺 ′小型カメ P5 
- 

7.4 

残3.7 残3.5 休部径残推14.0 休部径残推14.0 

ラ美質楷 一にぷ い禍 

砂混入 休部一底部 

16 
ー 土師器 杯 P5 推20.0 

ー 

(こ」ヾし\ 橙へに ふヾし“悶 

砂混入 口緑部 

17 
ー 

圭師馨 小型カメ 廃部埋土 
ー 

5.9 浅黄橙 砂混入 休部一底部 

18 
ー 

土合両賞 毒筆馨 

小型カメ P5 推10.0 
ー 推6.4 休部径 9.8 橙 砂混入 口緑部一体部 

19 
- 

土師質 一明悪質 土器 

小型カメ P5 推Il.4 
ー 

縮2 休部径推IL0 黒 禍 砂混入 口緑部一体部 

20 
ー 土師器 小型カメ P5 

ー 
8.4 我4.0 休部径推16.0 橙 砂混入 底 部 

21 12-1 空恵鷺 長胴カメ 床部埋土 残18.6 
ー 推14.0 休部径推16.8 

赤字的へ によこしヽ 樹 

砂混入 口緑部一体部 

22 2 誓忠箋 長胴カメ P5 擢26.0 
- 残24,0 推 25.7 

(こぶしヽ 黄横 秒混入 口緑部一体部 

23 3 土師器 長胴カメ P4 推28.2 
- 残24.8 休部径 29.5 

に」ヾしヽ 不叢 砂混入 口緑部一体部 

24 
ー 

土師質 一類悪質 土器 

長胴カメ 床面埋土 惟24,0 ー 残13,4 休部径推13.2 
ラ安武こ樺 ーI二軍て い約 

砂混入 口緑部一体部 

25 
- 須恵器 大型壷 P3 

推 52.4-53.2 

ー 
輝4 

頚部径推46.2 休部径推99.0 
オリー .ブ灰 砂混入 口緑部一体部 
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第19図 恥O6住居跡出土遺物実測図(1)

第20図 恥O6住居跡出土遺物実測図(2)
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実測図 
くつ 写書 器種名 

出土遺描 居位 最大長 
最大径 なしヽし 巾×厚 

端部 /又 孔径 重量 
保存 状況 

色調 
月台土の 状況 

黒斑 
磨滅 そのイ也 番 号 番てテ 直径 

20-5 18-2 土錘 廃部埋土 4.8cm 2.2cm 0.子0.軸 0.35cm 17.99 
にべこい 樺色 しま模 様有り 

有り 著しい 

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 
休

部 横断面形 

材 質 備 考 

20-1 22-1 鋤先金具 北側床面 12.5cm 11.8cm 
Cm 1.2-1.2 映りのある 博∴∴∴彫 

比較的良 
金具身部の巾3.4 C爪国外、合成樹脂 

2 

21-11 ケ ケ 

刀一子の 先端? 

床部埋土 ケ 〃 

3.1 
0.3- 1.25 

0.3 平板形 不 良 
含浸くこよる保存処 理実施 

3 
9 3.45 0.4 0.5 方 形 9 

4 
刀子の 破片 

1.6 1.9 0.2 平板形 不 良 

FCO9住居跡 (第21-28図、第8、 9表、写真4、 13、 14、 18、 20-22)

〔位置〕 調査区中央部の西辺にあり、 FAO6住居跡の南方部に位置している。

〔重複関係〕 北東隅がFCO6ピントと重複しているが、時期はそれより新しい。

〔規模、形状〕 四辺3.80m内外、南北辺3.40nl内外、検出面からの深さ0・35m内外の、南辺

が膨んだ不整別掲丸方形の竪穴住居跡である。その東西辺は真北に対し約25o束に振れている。

床面はほぼ平坦で、壁面はかなり急に立ち上がっている。

(柱穴)砂質の床には柱穴状のビット耳-且が検出されている。これらのビットは直径0・2

m内外、深さ0.2nl内外の丸底円筒状ピ、ノトである。ピ、ノト間のノし、々距離はR-良が1・45m、

R一良が2.Om、 E-且が3.1mをそれぞれ測る。上屋に関連した支柱穴と思おれるがはっき

りしない。

〔埋土〕住居跡内の埋土は砂質軽塙土、シルト質軽埴土をどを主体にしそれらに焼土、炭化

物、遺物をいろいろな割合で含んだ各層より在る。各層の堆積状況は大体自然堆積した様相を

呈している。部分的には堆積状況の判然としか当園所も見られるが、調査資料が不足をので詳

細は不明である。

〔付属遺構〕以上のビット以外の住居跡関連遺構としては、かまど2基、貯蔵穴状ピット1

がある。

(かまど) かまどは南壁の中央部一束寄り部分に2ヶ所設けられているが、いずれも煙道を

有するかまどである。聖体の保存状態は二者とも不良で原形がほとんど残っていなかった。さ

らに、両者とも、その火床部には平面楕円形状の浅い舟底形ピットがあり、そこに焼土や焼物

一
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の破片をどが詰まっていた。両者のうち西側のかまどはやや大きく、聖体の残存状況も幾分良

好であった。おそらく前者の廃絶後に、後者が新たに築かれたのであろう。なお両者とも南方

部に延びる煙道を有するが、その長さは西側で約1.6m、東側で約0.5mを測る。煙出し部の形

状は東側の場合はっきりしないが、煙道の先端部に摺り鉢状のピットが形成されている。

(貯蔵穴状ピット) 島で図示されたこのピットは住居跡南東隅に位置し、東側かまどに隣接

して作られた楕円形のど、ノトである。その大きさは、長径0.92m、短径0.7mほどで床面から

の深さ0.18mを測る。堅側を除くど、ソトの周囲には高さ0.1m、巾0.2m前後の土手状の盛土が

廻り、その一部に大人の挙一足大の礫が3個置かれていた。ピ、ノト中の埋土は焼土や木炭の多

く混ったシルト質の土で、その中下部には小型カメ1個と完形を2個含む多数の杯片が埋没し

ていた。杯類の多くはA群I-2類、中でも特にI-2a類が多かった。

以上の様な島の性格としては、その位置関係と出土遺物からかまどに伴った灰捨て穴をいし

貯蔵穴状の施設が予想された。

(その他) この住居跡に直接関連した遺構では老いが、住居跡北東隅の北側には約1.5m付

近に直径0.35m内外の円形焼土区域がある。

〔遺物出土状況〕 遺物は床面埋土の1、 4、 5、 7の各層や島の埋土14をどから多数出土し

ている。その多くは土師器や須恵器などの焼物の破片であるが、その他に鉄器類や鉱澤、土錘

などが少数出土している。焼物類の中ではA群の杯類が多く特にI-2a類の杯が多い。遺物の

出土状況を見ると、島では杯の完形品か大破片がピット中に放置された形で発見されている。

床部埋土中の遺物は、ほとんど細片で第21図にも示した様に住居跡のやや南西寄り部分を中心

に住居跡のほぼ全域に散らばっている。その密度は概して1層下部から4-7層上部にかけて

濃厚であり全体的劉犬況から住居跡廃絶後、埋没するまでの間に廃棄された遺物と推定される。

第8表 FCO針主居跡ピット一覧表

ピット名 平面図 断面図 平面規模 深 さ(m) 埋 土 状 況 出土遺物 

Pl 

円形 ノン ノブ タ 枠円形 U字形 ク ケ ノン 鍋底形 

0.2 ×0.2 0.14 焼土含み砂質土2層 

なし ケ ケ ケ 焼物類、鉄器 

P 2 0.2 ×0.2 0.18 単層 

P。 0.22×0.19 0.17 3屑 

P.1 0.2 ×0.2 0.2 単層 

P 絡 0.92×0.7 0,18 砂質、シル上質の堆穣層 

〔遺物〕  (第23-28図、第9表、写真13・14、 18-2・5・8・9・12、20-2、 21-12、 22-4)

住居跡内の遺物は、床部埋土中のものと島のものを杯をどで比較する限りほとんど同一技法

で作られている事が知られた。他に、調査時に遺物を層位毎に採集できなかった事もあり一括

して扱う事にした。そのうち図化しうる資料を第23-28図に図示した。なお第27図にはFCO9

住居跡出土の焼物類のうち遺構検出作業時に出土したものと出土場所の不詳のものを図示した。

(焼物類) 杯類 以上の各遺物のうち第23図1-18、第24図6-18、第27図2-6は杯類で
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ヽ/ .
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S十
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●土器 一土錘

▲鉄梓 0石

△鉄製品

線は接合関係、番号は実測図番号・各図中の過物番号を示す

接合番号のうち、一の左側は図版番号、右側は各図版中の実測図番号を

それぞれ示す。図版番号は下記のように対応している。

6・→23図、 7 ・17。→24図、 8-→25図、 9は26図。

O

』 , , , 1⊥

1 2m

基準高 海抜37.30m

第22図 FCO9住居跡遺物出土状況平面図・ A-A’面投影図
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ある。そのうち第23図1-18、第27図4はA群I-2a類に含まれるが、ほとんど2a類に入る浅

慮口広の杯である。第24図2-3はI-2b類、 4、 13はI-1a類、 7、 15はI-3a2類、 6は

I-3bl類にそれぞれ含まれる。 1、 16および第27図3-4はI類であるが、磨滅や破損のた

め詳細を技法が不明を個体である。さらに第24図5、 6、 8、 17、 18および第27図2はH-1

類と思われる。 9はII-2類ないしIII-2類の底部破片である。 11はIII-1ないしⅣ-2類に

相当し、 10、 11はⅣ-2類の破片である。

小型カメ類 第24図19-21、23、第25図4、第27図、 7-8、15、16は小型カメ類である。そのう

ち、第24図19-21はB群I-1類の各種、23はII-1a類、第25図4および第27図7-8、 15はIII-

1類の各種、 16はH-2a類である。いずれも破損したものが多く全形の知られる資料は少ない。

長胴カメ類 第24図24、 25、第25図1、 2、第27図9-12は長胴カメ類である。そのうち第24

図24はC群I-1f類、第25図1および第27図11、 12はII-2a2類、第25図2はII-1a類、第27

図9、 10はI-e類である。

壷・カメ類 第24図22、第27図13、 14、第26図1はF群に含まれる中型の壷型容器である。そ

のうち第24図22はF群II-1頼、第26図1、第27図13はIII-2c類、 14はI-1類に含まれる。

第27図13は焼成が甘く灰色は呈しているものの、全体に風化が進んでおりIII-2c類というべき

か疑問が持たれる資料である。

第9表 FCO9住居跡出土遺物一覧表

焼 物

実測図 番号 
写真番号 

焼成によ る分類 
器種名 出

土 遺構層 

口径 底径 器高 そ研也の法劃直 夕慢色調 
月台土の 状況 

残存部位 

23-1 13-8 土師器 内黒杯 床‡雌土 碓12.釦爪 6.武関 4.釦m C爪 
上二∴主しヽ 賞村立 

糸田石少少 景況ノ\ 

=結樟一時.紺 

2 14-5 土師器 内黒杯 廃部理工 碓13.8 5.3 4.」 浅黄植 口結i肝鮎I紺 

3 7 土師器 画架珂 原書肥土 14.0 5.8 3.9-4.3 楕 =結紺一姫i紺 

4 6 土師器 内黒杯 廃部肥土 14.8 6.0 上.」 浅黄橙 

砂混入 糸聞方少少 古土混入 

i高潮一底部 

5 9 土師器 囚黒杯 P5 雄15.3 6.2 」.う 塩竃 =結一汁底部 

6 4 土師器 内黒珂 P5 碓15.0 耀6.2 4工 
(二言こしヽ ‾前こ∴本窪 

=緑耕一時宜 

7 13 土師器 内黒珂 床部培土 14.8 5.6 工5 
(ニ/主し\ 賞‡ 

糸田市少少 茸とれモノ\ 糾瑞少少 ±東涯ノ\ 

両親I」底部 

8 15 土帥器 囚黒井 床部培土 15.1 6.3 工6一十8 
(二言言しヽ 荏‡ 

【I結祁一底部 

9 

11 14-10 

土師器 内黒珂 床部埋土 1ふ! 6.3 工7 
上二言主しヽ 董侵主 

出語り一姫郁 

10 土師器 囚黒杯 探部埋土 極目.5 雅6.2 碓4.3 
香登- i受一貨車葦 

砂混入 =結“紅塵郁 

11 土師器 囚黒井 床喜肥土 雄1」.(l 碓5.0 5.1 

(二言言しヽ 賞‡ 糾持少少 上道混入 
=結持一底部 

12 
- 土師器 内黒井 P5 椎1」.0 推5.4 5.4 

(二言言しヽ 

辛葦 細洞少少 土景況ノ\ 
=結郁一底部 

13 14-3 土師器 内黒井 床‡雌土 =.3 `l.8 4.6 樽 砂混入 =結一雄一底部 

14 
ー 土師器 内黒珂 鵬雌土 1」.5 5.2 4.6 

(二言言しヽ 

手金 糸田石少少 量混ノ\ 
=結祐一底部 

その他 その他に第27図1に掲げたE群II-1類の内黒鉢や第25図3に示したI群I-1類に
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董測軍 写真番号 讐智恵 器種名 豊鳩高 口径 底径 器高 そ研也の法劃直 夕陛色調 躾土翁 残存部位 

23-15 14-1 土師器 内黒埼 P5 碓15.1伽 6.伽m 3.8伽 

Cm 休部径残推7,4 休部径残推11.0 休部径推14.7 脚部高0.8十そl 脚部経8.3十し) 

晴簾禍 約秒混入 口緑部一底部 

16 14-2 土師器 内黒土不 P5 碓15.0 椛7.0 4.5 子安封i橙 一
黒ミ 
砂混入 口緑部一底部 

17 8 土師器 内黒埼 床宮腰土 雅15.6 

6.0 碓5.0 

組4 にぷい橙 
缶少多‡記 法七人 口緑部一底部 

18 
ー 土師器 内黒杯 廃部壁土 碓15.6 糾8 に/おし) 費楊一樵 糸田石少少 一婦二法主人 

口緑部一底部 

24-1 ー 土師器 内黒杯 廃部埋土 維14.0 碓4.4 
(二ノミさしヽ 不統一黒く 

- 
口緑部一底部 

2 
14-6 18-12 

土師器 内黒埼 床駈 碓14.8 6.4 4.4 
(こ」雪こしヽ 儀一黒さ 雲母少 農法主人 

完形 

3 
ー 土師器 内黒埼 床部壁土 薙14.2 5.6 維4.3 

(こノミさし\ 費村‡ 糸田砂少 ‡玉淀と人 口緑部一底部 

4 13-12 土師器 内黒埼 床部埋土 雅14.2 5.2 雅5.7 子安瑛二健 一
黒さ 糸田石少少 量混入 

口緑部一底部 

5 11 
土師質へ 須恵質土器 士不 床馳里土 14.3-13.6 5.5 4.6-5.4 

I対馬 にふい億 砂多数 丑混入 
完形 

6 14-12 
土師質へ 須悪質土器 

土木 床馳呈上 雅14.8 4.8 5.5-4.5 に高潮 砂混入 口緑部一底部 

8 6 
ユニ露和質 土器‡ 杯 床馳里土 

幽4.0 碓13.9 

5.1 竣3.7 灰禍一橙 糸田β少少 重さ池とノ\ 
口緑部一底部 

7 13-10 土師器 輔諌 麻縄里土 6.9 3.5 浅黄橙 糸田秒少 丘と混入 口緑部一脚部 

9 13 
須悪質 土器‡ 杯 床駈 推5.4 我2.7 橙 細秒微か に混入 休部一底部 

10 9 須恵器 士不 床部埋土 

雅14.6 耀14.0 

6.6 4.0 
鐙-(こぷ い費惟 砂少五[ 混入 口緑部一底部 

11 
ー 

土二面1i質 ユニ寄書 杯 廃部埋土 6.5 4.9へ5.0 
鱒へ(こぶ ぷい鵬 

砂混入 口緑部一底部 

12 
ー 須恵器 与的黒杯 床宮陸士 残5,2 我3.4 灰 白 糾】砂少 量〔混入 口緑部一底部 

13 
ー 土師器 内黒埼 廃部埋土 5.1 4.7 灰鵠一橙 

希少少量‡ 法と入 口緑部一脚部 

14 13-7 土師器 望蒋索 廃部壁土 推15.8 6.9 3.5 浅黄橙 盤繋尖 口緑部一底部 

15 
ー 土師器 容器乗 P5 16.8 7.5 5.1十α 

Il,く一伏鮒、 憾、暗赤調 

砂少±五 五と混入 ノン 細砂混入 蟹篤実 

口緑部一底部 

16 
ー 土師器 内黒埼 床部埋土 維15.l 

ー 
残4.2 

休部径推8.5 休部径残推8.2 

にふい機 一様 
口緑部一底部 

17 
ー 

葛王朝i質 」二島‡ 杯 床剖埴土 雅15.2 推4.8 4.8 
子安費白 一灰白 

口緑部一底部 

18 
ー 

圭師範 土木 床部埋土 維15,2 
- 

糾9 橙 口緑部一底部 

19 
- 土師器 /小

型 困思カメ 

床部埋土 雅16.0 
ー 

城2.4 休部径残14.3 浅黄橙 口緑部 

20 
ー 土師器 小

型 囲蔦カメ 

P5 推18.0 
ー 

残4.0 休部径推17. 黒 
糸田砂少 量と混入 

口緑部 

21 13-5 土師器 小
梨 両親カメ 

P5 推17.2 
ー 

城3.4 休部径推17.2 柴 橋 砂混 口縁部一体部 

22 
ー 

ユニ台所質 土害嵩 直口壷 P5 雅12,l 
ー 

殿7.5 僻降残18.8 
にぷし、棲 一妖言悶 

砂混入 口緑部 

23 
ー 

士朗印昨 土器 小型カメ 床部培土 擢19.6 
ー 

獲5"2 休部径推16.6 I天白- I災禍 砂混入 口緑部 

2 
ー 

空想纂 長胴カメ 床部埋土 雅19.2 
ー 

残7,0 僻隆雄19.6 にぷい橙 砂混入 口緑部一体部 

25 13-2 土師器 長胴カメ 床部壁土 磁7.l 
ー 

域7.8 

体輔呈18.6 休部径残20.2 

淡 橙 砂混入 口緑部 

25-1 - 土師器 長胴カメ 床部壁土 舷0.2 7.5 残34.1 
にふい龍 一∴点∴薄 

砂混入 口緑部一底部 

2 13-3 筆懇篤 長胴カメ 床部埋土 擢10.8 
- 

残7.3 
庚白- I天松) 

砂混入 口縁部 

3 1 土師器 怨形容器 廃部埋土 碓16.1 8.8 10.2 休部径 14.8 にぷい榔 砂混入 口緑部一底部 

4 4 
土自重質 ユニ∴∴需筈 

小型カメ 床部埋土 碓7.0 6.9 14.2-14.7 

体菩薩7.0 期部後継16.6 休部径確33.6 

淡 橙 砂混入 口緑部一底部 

5 
ー 

土飾質へ 須恵質土器 コッフD :I大谷器 
床醒旺 確6.7 碓3.4 雅5.2 

にふい鞘 一里禍 
砂混入 口緑部一底部 

26-1 
ー 須恵器 二まで 亜 

P5 雅25.6 

- 
残26.4 橙一灰鵬 砂少五± 混入 口緑部一体部 

27-1 
ー 土師器 内黒鉢 埋土上層 擢13.8 

一 
雅8.5 明赤鵠色 

綱購沙少 丘と混入 
口緑部一体部 

4 
ー 土師器 内黒埼 埋土上層 雅13.6 推6.4 4.4 浅黄橙 蟹窪尖 口緑部一底部 

5 
ー 土師器 内黒杯 埋土上層 推14.4 碓5.0 雅4.9 灰 禍 砂混入 口緑部一底部 
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毒測貿 写真番号 焼成によ る分類 器種名 速梅島 口径 底径 器高 そ研也の法難 夕煙色調 挨土窺 残存部位 

27-6 11-16 土師器 内黒土不 埋土上層 碓15.6cm 碓7.00m 雅4.4c爪 Cm 

構-にぷ い敵機 砂少五± 混入 口緑部一底部 

7 
ー 土師器 小型カメ 埋土上層 碓12.5 

ー 
驚5・0 休部径推12.8 

l二.ぶしヽ 橋 
砂混入 口緑部 

8 
ー 

」二部う質 」二嵩‡ 小型カメ 埋土上層 
雅17.7 

ー 
驚5・0 休部径推16.4 橙 砂混入 口緑部一体部 

9 
- 土師器 長胴カメ 埋土上層 碓18.7 

- 

諾5・2 
休部径維18.2 橋 砂混入 口緑部一体部 

13 
ー 須恵器 二王ゴ 亜 埋土上層 

碓14.5 碓14.5 

ー 
驚5・5 休部径残推23.8 灰 自 砂混入 口緑部一体部 

14 
- 土師器 二ま:㌻ 亜 埋土上層 

- 
糾3 休部径残雅23.8 下28.2中29.4 工ふい母 にふし、調 砂多士と 浪人 休部 

2 
一 

空想纂 杯 埋土上層 
- 

残3.8 惟 

休部径残推9.8 休部径残19.6 

橙 ー 
口緑部 

3 
ー 土師器 内黒珂 埋土上層 碓14.8 5.0 5.5 

(こぶヾしヽ 赤禍 
ー 

口緑部一底部 

13 16-16 土師器 長胴カメ 埋土上層 碓20.4 
ー 

残7.0 
減損棲、 十時㈹.点 

砂混入 口緑部 

11 
- 

土師器 長胴カメ 埋土上層 君鑓1.5 
ー 

残5.8十α 休部径残21.6 
概へ 工ふ二、は 

砂混入 口緑部 

12 
ー 

土師器 長胴カメ 埋土上層 骨盤2.4 
- 

殿18.0 休部径残18.6 浅黄橙 混混入 口緑部一体部 

15 
ー 

土師器 小型カメ 埋土上層 碓11.4 
ー 

戎3.0 休部径残11.4 
(こ」言しヽ 本畿 

砂混入 口緑部 

16 
ー 

土師器 小型カメ 埋土上層 碓6.4 
ー 

残4.0 休部径推 6.4 灰 袖 砂混入 口緑部 

実測図 番号 毒害 器種名 出土遺構 層位 最大長 
大径ない 

鮨隋径 重量 最大長 色調 躾土窺 孔径 黒斑 雪の轄 し 巾× 

28-5 

18-2 ケ ケ ケ ケ ケ 18-5 

土鍾 塵

部 耕土士楢 

2.5cm 0.9cm 0.4c州 1.559 両端部 ・那欠損 黒‡祁色 一対よI天 

- 
0.2c州 有り 著しい 

6 土鍾 
塵∴∴郁 雄士上層 

2.5 0.9 0.4 l.6 

両端 一部欠捕 端部 ・郎欠捕 

灰 黄 - 0.2 

有り 全体に 才子∴y) 有り 

著しい 

7 土鍾 探
部 鼎士上楢 

2.7 l.0 0.5へ0.6 l.95 浅黄橙 一 0.3 著しい 

8 土錘 
珠∴∴部 埋土工朋 

2.6 0.95 0.5 l.9 
(ニ」÷し\ 荏‡色 

ー 
0.3 

カ、なり 苦しい 

9 土鍾 深

部 理工上層 

2.8 1.0 0.5 2.鈎 
堀部 一部欠据 (こぶこしヽ f藍色 

ー 
0.25 著しい 

10 土鍾 探

聞 理工上楢 

2,8 1.0 0.5 1.4 
端∴部 一・部矢据 

叩黄翻色 
細l砂少 子吊浪人、 

0.3 著しい 

11 土錘 琵一層 l.4 0.8 0.5-0.6 
ー 

半分欠損 一Iii′・ 

黒補色 
細I砂少 古と沈主人 

0.25 著しい 

12 

2 ケ 〃 ケ ノン ケ 

土錘 
庚∴∴部 壌土上層 

2.5 1.0 0.5 1.9 綴諜 
波状樺色 明碕構色 

ー 
0.3 著しい 

13 土鍾 
灰∴∴部 埋士上層 

2.6 1.l 0.4-0.5 1.6 
砂子しい キズ石 

瀕艶 - 0.3 著しい 

14 土鍾 席

郁 雄士上楢 

2.2 0.9 0.4-0.5 1.6 
端部若し 〈欠損 

浅黄橙色 
ー 

0.2 著しい 

15 土鍾 深
部 押上上層 

2.2 0.8 0.5 5.5 両端欠損 全体黒色 
ー 

0.25 著しい 

16 土錘 深
部 .埋土工楢 

2.8 1.5 0.8-0.9 5.25 浅黄橙色 
糾I砂少 互と混入 

0.5-0.6 有り 著しい 

古 土鍾 
珠∴∴部 理工上柄 

3.1 1.5 0.9 5.0 
i安立胃管 
ー芋窪 砂多互と 混入 0.6 著しい 

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 籠監鬱 保存状況 備 考 

28-1 

21-12 ケ ケ ケ 

9 十 

部 _土上層 

3.1cm 1.1-2.1 0.5cm 不整円形 不良 

2 刀子 I 

郡 上上層 

17.2 1.1-2.l 0.2-0.5 警形状 ’やや良 

3 ? 

I二 埋 坤 

郡 上上屑 

6.8 
ー - 

不整口形 及長方形 
不良 

4 刀子 
部 土上層 

9.6 0.55-1.65 0.3-0.5 東方緯 良 

-
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幸三≡≡ク

0 5

第23図 FCO9住居跡出土遺物実測図(1)
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I 亡二二二(7

_しっ

「‾ ∴∴≡重量窒≡三・二

匹豊麗霊草雪

/

第24図 FCO9住居跡出土遺物実測図(2)
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第25図 FCO9住居跡出土遣物実測図(3)

0 5 10c爪

属する木の葉底の球型土器や5の」群I-1類の小型土器が出土している。

以上の各器種のうち第24図2の杯の体部には「克」と思われる文字が墨書されている。また

第24図10の十和ま灯明皿として転用されたものらしく、その体上部から口辺部にかすて帯状の炭

化物の付着が5-6ヶ所に認められた。

-
77

-



鴻ノ菜館遺跡

1

第26図 FCO9住居跡出土遣物実測図(4)
0

鵜鵜賀喜漢書

5 10cm

(鉄器) 第28図1-4は鉄製品である。そのうち1は断面円形を呈した棒状の鉄製品の破片

であるが性格は不明である。 2、 4は刀子と思おれる。 2の全形は比較的良く知られるが鋳化

が著しく膨れている。 4は柄都の部分が折れ曲っていてその先端部が尖をわれている。 3ば性

格不明の鉄製品である。この鉄製品は平面が不整楕円形状の平板部分と平面が細長の四辺形状

の曲板部分および両者を結ぶ円い棒状の部分よりなる。以上の3部分は図では平板部分に対し

て曲板部分がほぼ直交する形に復元されているが、宮地遺跡の第14号(旧EHO3)の住居跡か

ら出土した類品で見るとむしろ両者が平行する形で連絡されるものらしい。そして、両者とも

内側部分には1-2ヶ所針状突起の痕跡があり、何らかの器物に付属する部分であった事を何

れせるものの確固たる性格付けは今のところ困難である。

(土製品) 土製品としては第28図5-17に掲げた様な土錘が13点出土している。図でもわか

る様に出土した土錘は大きさと形態の上から長さ2.8cm未満、最大径0.8-1.Ocmのものと長さ

3.Ocm内外、最大径1.5cm内外のものの2種に分けられるが、各々別々の綱の部分として用いら

れていた事を示唆するものであろう。
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l薗

引
出

5 10cm

③ 11 (∋12
16 17

lへ、1鉄器頬 5-17 土鍾

第28図 FCO9住居跡出土遣物実測図(6)

FGO6住居跡 (第29-32図、第10、 11表、写真5-1 ・ 2、 16、 18)

〔位置〕 調査区中央部南寄りに位置している、すぐ南東部にはFI50住居跡がある。

〔規模、形状〕 一辺約4.3m、検出面からの深さ0.1-0.14mの隅丸方形の竪穴住居跡であ

る。その東西辺はほぼ真北の方向に -致し南堕の東端部分にかまどが設けられている。床面は

ほぼ平出で柱穴状のピット4とその他のピット4がそれぞれ検出されている。

(柱穴) 柱穴状ピ月、は床の辺綾部に散らばる直径0.2-0.25m、深さ0.1-0.25m内外の

丸底の円筒状ピットで中は補色一暗視色のシルト質軽埴土の単層で埋められている。柱穴間の

距離はノ」、々距離で耳-I2が2.6m、 I:-Eが2.94m、 B-Iiが2.35m. B-Eが3.3111をそれ

ぞれ測る。これらの柱穴状ピソトの配置形は台形になっているが、上屋に関連する支柱穴群で

あるかはっきりしない。

〔付属遺構〕 上記のピント以外の住居跡付属遺構としては、かまど1基とピント4がある。

(かまど) 南壁東端部分に設けられたかまどは、保存状態が悪くその全形を検出できをかっ
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たが、かまどの火床部および焚口部付近には1.6mXO.58mの範囲で多量の焼土層が堆積して

いる。また、かまど西壁の残存部付近からは壁体の補強に使われた土師器の小型カメの底部破

片が出土している。さらにかまどの南方部には全長約1.14mの煙道が延びているがその先端部

直径約0.3mの平面円形、深さ0.25mの丸底ピ、ノトになっている。をお、かまど付近の上層堆

積状況からこのかまどが二次にわたる重複遺構である事も予想された。

(ピット類) 柱穴状ビット以外のピットは島、且、曳、 Rであるが、いずれもかまど部周辺

に位置し、混焼土層をどで埋められている。そのうち西側に位置する曳、且の両ピ、ノトは深さ

0.1-0.2mの楕円形の浅い皿状のビットである。東側に位置する島、勘まいずれも深さ約0.20

mの平面円形の浅いビーカー状ピソトであるが、島ではさらにその底部に直径0.2m、深さ0・15

mの円筒状ビットが見られる。壬をはかまどの東裾部分に位置するが、その西側はかまどの壁土

で埋めたてられている。以上の4ピ、ソトの性格はいずれも不明であるが、位置関係や埋土をど

から灰捨て穴などの機能が想定される。

第10表 FGO6住居跡のピット一覧表

ビット名 平 面 形 断 面 形 平面規模(m) 深さ(m) 埋 土 状 況 出土遺物 

B B 毘 R 

円形 ケ 楕円形 ケ 円形 ケ ケ 〃 

U字形 ケ 鍋底形 ケ U字形 

0.22×0.24 0.2×0.18 0.39×0.19 0.6×0.42 0.14 0.10 0.05 0.13 

暗褐色シルト質軽埴土単層。 ケ 焼士、炭化物混り補色土層。 ケ 暗褐色シルト質軽埴土単層。 

なし ケ ケ 焼物煩 

R 0.18×0.16 0.25 なし 

R 鍋 底 形 0.66×0.62 0.15 焼土、炭化物渡り翻色上層など。 

焼物頼 I′ ケ 

耳 U 字 形 0.16×0.15 0.23 暗繊色土シルト質軽埴土単層。 

R 鍋 底 形 0.59×0.54 0.14 焼土、炭化物混り褐色上層など。 

〔埋土〕住居跡は主に褐色系のシルト質軽埴土で覆われ、ところにより焼土層や炭化物層お

よび前記二者の混合土層が卓越している。

〔遺物出土状況〕 古代の焼物類の破片を主とする住居跡内の遺物は巳、島、藍をどのビット

からも出土しているが、大部分は床面と床面を覆う各埋土中から出土している。遺物はかまど

周辺部に集中し、住居跡中央部で希薄に在る傾向が見られる。なお南西隅付近の埋土中からは

土錘が1個発見されている。

〔遺物〕  (第31、 32図、第11表、写真16-1-3、 18-3)

大部分が復元不能を焼物類の細片であるが、比較的形状のよく知られるものを図示した。
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第30図 FGO6住居跡遺物出土状況平断面図
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‾‾三三三〇

〒毒〒≡ユニ

0 5

第31図 FGO6住居跡出土遺物実測図
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(焼物類) 杯類 第31図1-5はA群の杯類であるが、 1、

2はI-1類、 3、 4はI-2a類である。そのうち3は磨滅し

ているが、形状からI-2al類、 4はI-2a2類に分類される。

5はI-2b類に含まれる。

長胴カメ類 6、 7、 9-12はC群の長胴カメ類である。その

うち6、 7はI-1c類をいしそれに近似したタイプのカメ、9、

10、 11、 12はH-2a.および2a3類のカメである。

壷、小型カメ類 8はF群III-2c類相当の口辺部破片資料であ

る。 13はB群III-1a類に含まれる小型カメの底部破片資料であ

る。

(土製品)第32図は住居跡南西隅より出土したやや大型の土
0 5c爪

錘である。この土錘は細長い紡錘形を呈し、その中心部に管状 第32図

の孔が穿けられており、全体が黒色を帯びている。

第11表 FGO6住居跡出土遺物一覧表

焼 物

FGO6住居跡出土土錘実測図

芙漁り区] 番号 霊室 晩成lこよ る分類 
器種名 砦穂高 口径 底径 器高 その他の法封直 筈讃 験土窺 残存部位 

31-1 
ー 土師器 内黒埼 P3埋土 雅13.むm 推6.00蘭 4.9伽 Cm 

(こ」にしヽ 薮二橙 糸田砂少 量と混入 口綾部一底部 

2 
ー 土師器 内黒埼 存ま羞 推13.3 雅5,6 5.3 

(こ裏ごしヽ 菰本叢 
ケ ケ 

3 16-1 土師器 内黒土不 P3壁土 雅13.4 雅5.0 5.2 
(二軍ヾしヽ 祁J色 

ク ノブ 

4 16-2 土師器 内黒埼 廃部埋土 惟14.8 5.4 4.5 橙 砂少互と 混入 
〃 

5 
- 土師器 内黒土不 カ、まど イ寸近 推15,4 推6.2 5.4 

(こぶしヽ 質橙 ノン 白線部一体部 

6 
ー 

土師器- 須悪質土器 
長胴カメ ケ う磁l.2 

ー 
残6.2 休部径推19.5 橙 砂混入 口緑部一体部 

7 
- 

須恵質土器 長胴カメ 床部壁土 う磁0.0 
一 

龍8・0 頭部徳雄17.8 休部径19.0 (こぶさしヽ 俄 

ケ 口緑部 

8 
ー 

焼き親し の須思器 
大壷 P3埋土 1磁2.0 

ー 
残5.0 頚部推17.6 淡黄 ケ 口綾部 

9 
ー 土師器 長胴カメ 

カ、まど イ寸近 す俄8.0 
ー 

残17.5 僻陥推 27.2 橙 ケ 

10 
一 土師器 長胴カメ ケ 雅25.1 

龍7・4 休部径推24.1 
(二七ヾしヽ 樟 

ノブ 口緑部一体部 

11 
ー 

土師器- 須悪質」講 
長胴カメ イ′ す絃3.0 

ー 
殿5.5 休部径推22.3 橙 ノブ 口緑部一体部 

12 
- 土師器 長胴カメ 〃 磁0.7 残10.5 休部径推19.4 橙 ク 口緑部一体部 

13 16-3 土師器 ′ト型カメ かまど袖 
ー 

7.0 械7・0 休部径残14.0 赤橙 〃 休部一底部 

実測図 番号 写真 番号 
器種名 

出土遺構 層位 
最大長 

最大千里 なしヽし 巾×厚 
端部 直径 

孔径 重量 
保存 状況 

色調 
月台土の 状況 

黒斑 磨 滅 
l そのイ也 

32-1 18-3 土鍾 
I和雄埋士 下層 

5.5cm 
C爪 2.l-2.2 C爪 0.9-1.1 C爪 0.4-0.5 

22.29 一部欠損 黒色 鰯尖 斜本黒化 著しい 
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F150住居跡(第33-36図、第12、13表、写真5-1 ・3・4、15、18、21)

〔位置〕 調査区中央部南寄り東半部に位置し、 FGO6住居跡の南東部に隣合っている。

〔重複関係〕 南東部がFJO3溝に切られている。

〔形状、規模〕 一辺3・8-4.Om内外、検出面からの深さ0.2m前後の隅丸方形の竪穴住居

跡である。その南北辺は真北に対し約22.5o西に偏っている。床面は、ほぼ平坦でかまどが南

壁の東寄りの部分に設けられている。

(柱穴) 上屋に開通した支柱穴と思おれるピ、ノトは耳-且の4ビットである。これらのピ・ノ

トは直径0.20-0.25m、深さ0.15m未満の平面円形の鍋底状ピ、ノトで焼土や炭化物が少量混入

した褐色か、し暗褐色のシルト質軽碕土層によって埋められており、床の中央部に台形状に配

置されている。その心々距離は耳-区が1.6m、 B-且が2.Onl、 R-且、堅-馬が2.3mをそ

れぞれ測る。

〔付属遺構〕 住居跡に付属する遺構としては、かまど1基と床中央部の不整楕円形ピ、ソト1

がある。

(かまど) 南壁東寄りに築かれているが、火床部を囲む聖体の残存状況は比較的良好である。

聖体は地山層とほぼ同色同質のシルト質軽埴土の単層よりなっているが、地山層を削り出して

かまど聖体の基部としたものの様に見受けられる。火床部には支脚として用いられた土器片と

焼石、焼土塊が2-3散らばっている。煙道部は長さ1.2m、検出面よりの深さ0.05m内外で

その基部付近には長径0,3n「、短径0.12m、深さ0.05m内外の小ピットがある。

(巳) 住居跡の中央部に位置する、北西一両東方向に長い不整楕円形の皿状ピットである。

その規模は長径2.14m、短径1.3m、床面からの深さ約0.2mを測る。埋土や遺物の出土状況

から住居跡に、ある時期伴在った遺構である事は確実であるが用途は不明である。

第12表Fi50住居跡柱穴状ピット一覧表

ピット名 平 面 形 断 面 形 平面規模(m) 深さ(m) 埋 土 状 況 出土遺物 

R 昆 毘 R 

円形 ケ ケ ク 鍋底形 ケ ケ ノン 
0.32×0.28 0,25×0.22 0,25×0.22 0,2×0.2 0,24×0,21 0.16 0.12 0.12 0,10 0.15 

暗榔色糸のシルト質軽埴土層 々 ウ ノ′ なし ケ ケ ケ 

〔培土〕 住居跡を覆う主な埋土は暗褐色のシルト質軽埴土ないしはシルトの層であるが、と

ころによっては焼土や黒褐色土層などの各層が卓越する。また、島の埋土は3層よりなるが、
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そのうち下部の2層はやや自然堆積に近い様子を示すが、最上層土は貼土として用いられた形

跡が認められる。

〔遺物出土状況〕住居跡内の遺物は主としてRおよびかまど火床部と床面を覆う埋土各層か

ら分散した形で多数出土している。埋土の遺物は住居跡の中央部に集中する傾向が見られるが

そのほとんどは接合不能を古代の焼物類の破片である。他に鉄器破片や土錘が若干出土してい

〔遺物〕 (第35、 36図、第13表、写真15-1-3・6-13、 18-1、 21-8)

0 1

i l i l i i , i - 1 1

第33図 FI50住居跡遺物出土状況平面図
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第13表 F i 50住居跡出土遺物一覧表

焼 物

鴻ノ巣館遺跡

春測軍 毒害 焼成によ る分類 器種名 患構吉 口径 底径 器高 毒筆沼 巻欝 躾土窺 残存部位 

35喜1 2 3 4 5 6 7 

15-7 土師器 内黒埼 床馳壁土 13.3cm 5.6cⅢ 4.6c軸 

(刑 休部径推9,0 休部径推45.3 

(こぶ↓ヽ 橙色 粘 土 口綾部一底部 

15-6 土師器 内黒土不 床駈 12.9 4.8 4.8-4.6 
波路橙へ にぷい楕 

糸田砂少 五i混入 糾】砂少 五〔混入 

完形 

ー 土師器 内黒土不 鵬聞出 椎13,4 6.4 5.0 暗赤褐色 口緑部一底部 

15-8 土師器 内黒土不 P5 推15.0 
推 6.0-6.5 

5.2 

(こぶ↓ヽ 本凝色 口緑部一底部 

15-3 
土合両賞 土器 高鮒杯 床拙里土 12.0十α 7,2 5.0十α 浅黄橙色 砂混入 口緑ロー底部 

ー 
士官布質 土器 埼 床駈 15.5 5.6-5.8 4.7-5.5 

桧色へ にぷい憾 
細砂混入 口緑部一底部 

15-2 圭師鷺 土不 床醐吐 推16.2 5.7-6.0 6.0 
ー」ふ にぷい憾 (部灰) 

細砂混入 口緑部一底部 

8 12 筆悪筆 杯 

床拙 床抽出 床部埋上 席拙 床部埋土 P5 

15.0 6.0 4.5 

にぷい掻 ー演武樟 糾)砂少 五±混入 
口綾部一底部 

9 
- 

土合画質 土器 杯 維17.0 
- 

残3.4 にぷい橙 砂混入 口緑部一体部 

10 15-3 筆意驚 杯 10.4 5.5 4.3-4.5 
億へにぷ い斌榔 

砂混入 口緑部一底部 

11 10 
土師咋Ii 土器 珂 

推 13.1-13.8 
維4.2 4.2-4.5 浅黄橙 

糾I砂少 立上混入 
口緑部一底部 

12 
- 須恵器 珂 推13.2 推6.4 推3.1 灰 白 

砂混入 砂混入 

口緑部一底部 

13 15-9 
士官面質 土器 杯 推13.1 5,2 3.2-3.5 畿京極 口緑部一底部 

14 11 須恵器 珂 床馳 12.4 4.4 3.8-4.0 
l天へに 」ヾい不語 

口緑部一底部 

15 1 須恵器 大型壷 床拙 ー 
残39.5 椎32.0 灰 休部一底部 

16 
ー 

土師器 小型が 床駆出 推18,9 
一 

残12.0 休部径推17.9 浅黄橙 砂混入 口緑部一体部 

17 
一 

土師器 小型カメ 床拙 維18.1 ー 
残9.2 休部径推17.2 にぷい褐 砂混入 口緑部一体部 

18 
ー 

土師器 長胴カメ 床部埋土 推23.6 
ー 

残8.0 休部径推22.0 にぷい橙 砂混入 口緑部一体部 

19 
ー 

土師器 長胴カメ 床駆出 24.0 
ー 

残13.5 休部径 24.8 
(こぶヾしヽ 賢帝‡ 

雲母、石 英分の多 い砂混入 

口緑部_休部 

20 
ー 

土師器 長胴カメ P5 維23.6 
ー 

残1l.5 休部径推21.8 浅黄橙 

砂混入 砂混入 

口綾部-I桐 

21 
- 

土師器 長胴カメ 

P5 床拙 

推23.8 
ー 

残17.5 休部径推20.1 灰白一極 口緑部 

22 
ー 
講義 長胴カメ 推24.0 

ー 
残12.6 休部径推23.8 

減損惟へ にぷい機 
口緑部一体部 

23 
- 

土師器 長胴カメ 推26.2 
一 

残14.8 休部径推24.8 橙へう類棒 砂混入 口緑部一体部 

24 
- 

土師器 長胴カメ P5、かまど 推26.0 ー 
残14.8 休部径推23.1 橙 砂混入 口緑部一体部 

実測図 番号 
額田 器種名 唐土遺盤 最大長 

幣往な 巾×重要 
端部直径 孔径 重量 保存状況 色調 胎土の状況 黒 斑 

35-25 

18-1 /′ ケ ケ ク ノブ 土鍾 ケ ケ ノブ ケ ノブ 床面 ク ケ ク ケ ケ 

4.5cm 1.4cm 
C爪 0.4-0.5 Cm 0.25-0.3 

5.89 

端部の一 部欠掘 

浅黄橙 砂少量混入 

有り 有り 内薫 

26 4.4 1.2cm 0.5 0,3-0.4 5.15 浅黄橙 細砂少量混入 

27 4.4 1,4e爪 0.4-0.5 0.3 5.1 
浅漬憾一部 明賞籾色 

細砂少量混入 

28 4.6 1.6 0.55 0.35 6.9 
減光憾一一郎 明鏡薄色付色 

細砂少量混入 

29 4.1 1.2 0.5 0統-0.4 4.0 浅黄橙 細砂少量混入 

30 4.35 1.7 0.5-0.6 0.3内外 8.8 浅黄橙 砂少量混入 
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実測留 写弼輯 

器種名 土鍾 ク ケ ノン ケ ノン ケ ケ ケ 

出土遺塙 層位 最大長 霊木ヂ × 端部直径 孔径 重量 保存状況 色調 
胎土の状況 黒斑 

番号 3う-3十 

18-l ケ 〃 ケ ケ ケ ケ ノブ ケ 

床面 〃 ケ ウ イ′ ケ ケ ケ イ・ 

4.7cm 巾>く工事 1.4cm 
em 0.4-0.5 

Cm 0.3-0∴l 

6.59 浅黄榛 細砂少量混入 

有り 痕跡有り 

32 
4.4 1.4 0.5 0.鈎-0.4 4.1 

端部の-・ 部欠航 
浅黄橋 細秒少量混入 

33 
4.6 1.5 0.4-0.5 0.3-0.3 6.65 

端部の臆・ 部欠航 
浅黄棒 細砂少載農大 

畠 4.7 1.5 0.55 0.3内外 

6.7 8.7 7.15 8,5 

浅黄横 細砂少萌見入 

35 
4.9 1.7 0.5 0.3-0.4 浅黄樺 細砂少揖屋人 痕跡7‖) 

36 
4.9 l.6 0.6 0.3-0.4 浅黄梅 細砂 混入 大きい 

詰 4.8 1.6 0.6 0.2-0.3 浅黄椋 細砂少量混入 

薯少雷 
38 

4.8 1.7 0.6 0.2-0.3 8.0 浅黄楕 細砂少量混入 

36-l 4.2 1.5 0.5-0.6 0.飴-0.3 6.7 

鉄器 
重ま 

実測図番号 36-2 

写真番号 21-8 ケ 

器種名 つ 

出土遺構層 最大長 最大巾 最大厚 籠監繋 保存状況 備 考 

深部理土 下層 
4.55cm 

C爪 0.6一一0.8 
C爪 0.I-0.2 

「Il形 

不良 イ′ 
3 

9 

廃部‡理工 下層 
7.0 0.7-l.l 0.3-0.il 不整長方形 

出土した焼物類の破片のうち、比較的形状の良くお力、る

ものを第35図、第36図に図示した。

(焼物類)時頼 第35図1-14はA群のナ不類である。そ

のうち1、 2はI-1a類、 3、 4はI-2a類、 4はI_3a

類、 6はII-2a類、 7-11、 13はII-1a-III-1a類のそれ

ぞれ各種である。また12はⅣ-1a類、 14はⅣ-2a類である。

小型カメ、長胴カメ類 同じ第35図16、 17はB群II-1a類

の小型カメ類の上半部破片である0 18-24はC群の長胴カ

メ類である。そのうち19、 23はI-1a類、 24はI-1e類、

24はII-2b類、 20もII-2b類、 21、 24 22はII-2al類の

0 5c爪

⊂⊃3

第36図

FI50住居跡出土遺物実測図(2)

それぞれ上部破片資料である。

(土製品)土製品としてはBなどから第35図25-38、第36図1に掲げたようを土鍾15個が出

土している。これらの土錘はいずれも細長い紡錘形を呈し、その中心部に闘犬の孔が穿けられ

ている。いずれも土師器類似の焼物でにぷい浅黄樺色を呈し風化が著しい。

(鉄器)鉄器としては、第36図2、 3に掲げる様を性格不明の細長い板状の鉄製品が2点出

土している。

iHO6住居跡(第37-42、第14、 15表、写真6、 16、 18、 20-22)

〔位置〕調査区南方部のI区にあり=O3ピソト(1)やJAO6溝をどの北西部に位置しているo

〔重複〕 北西部が量HO6溝によって切られている。

〔形状、規模〕西側約%力江車用道路の下に埋もれているため、正確を形状は把握できをカ、

-
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ったが、発掘部分の形状から一辺約4"8m、検出面からの深さ0.2m前後の平面隅丸方形の

竪穴住居跡と推定される。住居跡の東壁は東北に対し約260東に偏っている。

(柱穴)図でも解るように住居跡内に多数のピットが群在しているが上屋構造に開通した柱

穴と思われるピットは確認できをかった。

〔付属遺構〕住居跡に付属する遺構としてはかまど1基と耳-耳。までの各ピソトおよび炉跡

と思われる焼土遺構2が確認されている。

(かまど)住居跡の北壁に設けられた長さ1.3m、検出面からの深さ0.04-0.07mの煙道、

煙出し部が北々東方向に延びている。全体として保存状態が悪く既に埋没以前に破壊されてい

たらしく、れずかこ火床部と聖体の痕跡が見られるだけである。

そのうち火床部は長径1.26m、短径0.8m内外の楕円形の範囲を占めるがその下には2つの

浅い皿状ピソト島、馬が見られる。ピ、ノトと火床部の土層断面の観察の結果この火床部がほぼ

同一場所に重複する二ないし三期のかまどの火床部である事が判明した。 2つのピソトのうち

島はあきらかにかまど火床部の掘り込み部分と思われる。

聖体は煙道の基部付近にわずかに残っているが、西側の方にやや多く残っている。その最大

長は0.46m,最大巾0.36m,残存高約0.05mを測、南端部に長さ0.36m,巾0.16m,厚さ0.1

m前後の川原石が置かれていた。

(ピット類) 住居跡に付属するピットとして確認できる遺構は島を除いて全部で15確認され

ているが、そのうち耳-耳l、耳。は住居跡北側かまど周辺部に重複し合う形で集中している。耳。

-耳5は住居跡の南東隅付近にやはり重複し合う形で存在している。

以上のピットの形状はさまざまであるが、概して平面不整円形の深皿状の形態のものが多い。

ピット内の遺物から見る限り、これらのピットの時期差は認められ老いが埋土の観察によって

幾つかのピットについてはある程度まで前後関係を確認する事ができ、それを列記すると下記

のとおりである。

耳。>耳、 B>軍。>R>最終期のかまど、R>曳、耳。>耳、B。>R>島、耳l>P l。>耳2、耳。

堅>耳6、耳4>B3>B

いずれ、これらのピットがどういう順序で築かれたか詳細は不明であるが、その機能を考え

た場合に、一種の貼床部分である耳。とかまど火床部の一部をなす島を除いて、多くの場合焼土

や炭化物の混入した各種の埋土を伴なっている。その事から、これらのピットの機能として一

種の灰捨て穴の様を施設が推測される。ただし、耳、耳5の様にやや直径が大きく、直径が1.1

m内外のピットは埋土の状況が、他のピットと若干異をり完形に近い杯をども出土している。

この事から、これらの機能をむしろ貯穴様施設と見毒すのが妥当かも知れない。

(焼土遺構) 一種の地床炉と思われる直径0.5m未満の平面円形の焼土遺構が床面の中央部

ー
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と南東隅寄りの部分で発見されている。この2つの部分では床上が強火を受けて橙色に変色し

やや固くなっている。

第14表IHO6住居跡ピット一覧表

ピット名 平面図 断 面 図 平面規模 深さ 埋 土 状 況 出土遺物 備 考 

B 

楕円形 ケ ク 〃 イ′ 楕円形 

鍋 底 形 (m) 1024×1.10 小) 0.23 自然堆積様の3屈 土器片、骨片 B5と重複している 

堅 鍋 底 形 0.84×0.64 0.15 3 層 

土器片 ケ ク ノブ ケ ケ ク ケ ケ ケ ク ケ ケ 土器片、炭化種 

ちと重複している 

B 鍋 底 型 0.72×0.66 0.20 2 屈 

〉重複している R 浅い鍋底形 0.36×0.48 0.08 l 層 

B ビーカー形 0.34×0.32 0.20 1 層 

)重複している 〉重複している 

毘 鍋 底 形 0.76×0.32 0.16 5 屈 

E 

不整円形 ケ 楕円形 ケ ノブ 不整円形 

浅い鍋底形 0.78×0.56 0.09 3 層 

B 浅い鍋底形 0.84×0.60 0.06 3-4層 

馬 緩やかな鍋底形 0.66×0.42 0.26 4-5層 

耳。 鍋 底 形 0.73×0.58 0.3 4 層 Bl、E2と重複している 

Rl 浅い鍋底形 0,4 ×0.42 0.12 1 層 E。、P2と重複している 

B2 浅い鍋底形 0.72×0.64 0.02 1 層 B。、B,と重複している 

P3 

楕円形 ・ケ 不整形 

ビー カー型 0.7 ×0.55 0.42 4 層 

〉重複している B4 鍋 底 形 l.12×1,06 0.22 自然推横様の3層 

耳6 2.52×2.08 0.06 一部暗褐色貼土 毘-馬まで包含してる 

〔埋土〕住居跡を埋める主要を埋土はビット部やかまど部の各種の組成土を除き、大部分が

焼土や炭化物の少量混入した暗褐色のシルト質軽埴土層である。この層は床部分では一黒褐色

大体色の濃淡により上下二層に分かれる。さらに住居跡の辺緑部には褐色系の壁面崩壊土が少

量堆積している。

〔遺物出土状況〕住居跡内の遺物は第39図でも示される様に遺構全域から多数出土しており、

図では良くわからないが、各ビットの埋土中からも多数出土している。遺物の大多数は古代の

焼物類であるが、その中では遺物説明の項でも述べる高台付内黒埼や小型非内黒の杯をどが特

に多く見られる。

〔遺物〕  (第39-42図、第15表、写真16-4-9、 18-6、 20-7、 21-2、 22-3)

住居跡内から出土した遺物、特に焼物類は埋土中のものも床面およびビット内のものも観察

の結果、形態・技法上の差異がほとんど認められをかったので一括して扱った。そのうち形状

のよくわかる資料を第39-42図に図示した。この中には高台付内黒杯や小型杯などの様に他の

住居跡ではごくわずかしか発見されていをい器種が特に多く見られる。
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I 

剛 章 二 宣言し。言二二二〔、・ 

瀦‾晴’.
葛‾ 

第38図IⅡO6住居跡遺物出土状況平断面図
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\\ミニ三豊ニ著者’

一一三三三二三

亡藍‡∃葦。

墓室語呂雪国

l-8 高台付内黒埼

9 高台付内外黒杯

10へ12、17-23 小形杯

13 内黒杯 27 高台付大杯

14-16、 24-26 高台付杯

5 10c調

\べ\\\ \\N\ 
国王国王岳星田国書臆臆 
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ー\、\ 
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」 

第39図IHO6住居跡出土遺物実測図(l)
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(焼物類) 杯類 第39図1-26に示したのは杯類である。そのうちl-6はA群I-3a類の

資料であるが1、 3、 5はその中のI-3a類に含まれる。 2、 4、 6は前者とI-3a2類の中

間形態の杯と言えよう。 7、 8は形状の類似から1、 6と同じグループに含められるであろう。

9はI-4b類に含まれる杯であるが今岡の出土品の中では内外黒色処理された杯が少ないだけ

に珍らしい例である。 10-12、 17-23はH-4類に含められる小型杯頼であるが、今回調査さ

れた住居跡の中ではここからしか出土していをい。主に耳やその他の床部から発見されている。

13はI-2a類の体一底部破片資料であるが、この種の器型はこの住居跡では少か、。 14-16、

24-26はA群II-3a領の琢類の破片資料であるが、そのうち25、 26はII-3al類、 14-16はII

ー3a2類、24はII-

3a。類に含められ

る資料である。

盤類 27はD群I

-2類に分類され

る器種で分類基準

の項では盤とした

が、むしろ高台付

大杯と言いうる様

な形態のものであ

るがその高台部は

欠落している。

長胴カメ類 第40

図1-3は長胴カ

メ類であるが、そ

のうち1、 2はC

群I-e類に含ま

れるものと思われ

る。また3は胴体

部破片資料である

がI重-2a2類に入

るものであろう。

禍類 4は今回の

調査で得られた資

0 5 10c爪

第40図 工HO6住居跡出土遺物実測図

ー101 -



鴻ノ巣館遺跡

第15表i HO6住居跡出土遺物一覧表

土 器

董測畢 器種名 口径 底径 器高 孟ク空港 残存部位 毒害 讐智恵 患構古 巷讃 験土窺 

39-1 
ー 土師器 寓意謀 麻績埋土 

ー
C皿 6.細面 CⅢ 脚部径7.9cⅢ 黒一橙 砂混入 休部一脚部 

2 
ー 土師器 粟薫謀 Pl 

一 
7.9 残4.0 

休部往13,5 脚部径残8.4 
橙 色 砂混入 

休部一脚部 完形 

3 
ー 土師器 

高台イ寸 内患で不 
Pl 

- 
維7.5 2.1 

休部径残13.1 脚部径推7.3 
にぷい橙 砂混入 

4 
ー 土師器 暮蒋諌 Pl 推15.0 7.2 5.2 脚部径 7.3 

浅黄橙へ にぷい褐 
細砂混入 

5 16-10 土師器 暮薄霧 Pl 推15.4 維7.5 6.3 脚部径推7.5 にふl熊 砂少量混入 口縁部一脚部 

6 9 土師器 窒蕾寮 床部埋土 椎16.6 7.9 5.2 脚部径 8.1 浅黄撞 砂少量混入 休部一脚部 

7 
ー 土師器 内黒土不 床軸 推15.2 ー 

残5.5 休部径残8.4 
にぷい約 一にぷい桂 

砂混入 口緑部一底部 

8 
一 土師器 内黒埼 床拙 推18.0 ー 

残5.2 休部径残13.5 浅黄橙 
粒子の 細いい土 

休部 

9 16-4 土師器 欝薫 Pl 推1l.1 5.6 維4.0 

脚部径5.7 休部径推13.7 

黒 砂混入 口緑部一脚部 

10 
ー 

圭師塞 小型杯 かまど 椎10.8 推5.4 2,9 にぷい憶 
細

砂 少亜混入 

口緑部一底部 

11 
ー 

圭師塞 小型杯 P4 椎11.0 維6.0 2.6 にぷい橿 細砂混入 口緑部一底部 

12 
ー 

竺恐竃 小型坪 かまど 推10.8 推4.6 2.8 

にぷい橋 一橋 

細
砂 少量混入 

口縁部一底部 

13 
- 土師器 内黒土不 床馳旺 

ー 
6.5 残4.2 橙 砂混入 口緑部一底部 

14 
ー 

圭師纂 高鮒杯 P3 
ー 

7.1 残2.3 
l本部径推8.8 脚部径7.7 (こぶい梧 一億 

砂混入 底部一脚部 

15 
- 

碧空篇 質土器 

高鮒杯 P4 
ー 

5.6 残2.8 
脚部高1.4 脚部径6.8 浅黄橙 砂混入 体部一脚部 

16 
- 

圭師聾 高鮒杯 床拙 
ー ー 

残2.4 

鶴臆捲土§ 脚部径75 
浅黄橙 砂混入 底部一脚部 

17 1葛-6 圭節義 小型士不 床部埋土 10-10.2 4.4 l,9-2.6 

【章子 脚部高2.4 脚部 

橙 細砂混入 口緑部一底部 

18 5 圭師簑 小型杯 床拙 10.0 4.2 2.4-2.5 橙 細砂混入 口緑部一底部 

19 8 圭師墓 小型埼 Pl 10,0-102 4.4-4.6 2.3-2.5 赤 橙 

細砂混入 細砂混入 

完形 

20 
一 

圭師竃 小型埼 P4 推102 推4.8 2.7 溌弛一種 口緑部一底部 

21 
一 

圭師簑 小型杯 床拙 推9.6 推4.4 2.5 にぷい橙 口緑部一底部 

22 
- 

圭師篤 小型杯 Pl 7.8-101 4.6-4.9 1.8-2.5 橙 完形 

23 16-7 圭師墓 小型杯 P4 推11.0 維6.0 2.6 

にぷい橙 橙 細砂混入 砂混入 口緑部一底部 休部一脚部 

24 
- 

圭師琵 高鮒埼 Pl 
- 

7.5 

残3.0 4.0 

25 
ー 

竺恵馨 高鮒杯 Pl 
ー 

推8.1 

休部径推8.1 脚部径推8.工 休部径推20.5 

26 
ー 

竺空篇 質土器 

高鮒埼 P2 推15.6 推7.8 灰 黄 
約

秒 少量混入 

口緑部一脚部 

27 
一 土師器 高部膣 床馳 推30.4 椎8.0 残8.9 にふ)橙 砂混入 口緑部一底部 

40-1 ー 土師器 カメ類 床的里土 推2l.0 

ー 
残4.8 

(こぶしヽ 橙一橋 
砂混入 口緑部 

2 
- 土師器 長胴カメ 床朝里 推24.l 

ー 
残4.2 休部径 22.8 にぷい褐 

砂混入 砂混入 

口緑部 

3 
ー 土師器 長胴カメ 床部埋土 推12.4 

ー 
残1l.4 

頚部径11.4 休部径推12.1 
にぷい橙 口緑部、休部 

4 
ー 土師器 禍 かまど 推31.2 

ー 
残12,2 休部径推29.0 灰一灰褐 口緑部一体部 

41-1 ー 須恵器 大 壷 床駈 推32,6 
- 

残15,0 休部径推57.4 灰 白 砂混入 口緑部一体部 

2 
一 須恵器 大 壷 親閲吐 推 41.0-4l.8 

ー 
残20.0 頚部径18.5 l本部径推63.0 

-650 
浅黄橙 砂混入 口緑部、休部 

3 
- 須恵器 大 壷 P3 

巾2.8 
ー 

怒4.5 休部径即.5-0.6 砂混入 口緑口 
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実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 
休

部 横断面図 

保存状況 備 考 

41-1 

21-2 ケ ケ ノブ 

紡錘車 床 面 11.4cm 5.3cm 

0.2内タトm 0.5 0.4 

不整円形 
片側のねじ り部分欠勤 

2 刀 子 床部埋土 3.7 
1.65- 2.0 

1.65内外 

円筒状に なってい る 

不良 ケ ノブ 

3 
刀子の 破片? 

床部埋土 3.1 2.1 0.2-0.6 
隅丸の変 形長方形 

4 ? 床部埋土 5.1 
1.1- l.7 

0.2-0.3 
不整長方 形 

0 5 10c調

第41図IHO6住居跡出土遺物実測図(3)

料のうちでH群I-1類の資料と知られる唯一の例である。

壷類 第41図1、 2はF群III-1a類に含められる大型壷類の上半部破片資料である。この様な

叩き目を有する壷は本住居跡以外にはほとんど見られない。

長頸瓶類 G群に属すると思われる口辺部の資料が一点出土している。この破片は焼成不良の

須恵器と思われ胎土の色調はにぷい褐色を帯びか在り柔らかい。

(鉄器) 床面および埋土下部から合計4点の鉄器が採集されている。そのうち第42図1は紡

錘車であるが、住居跡南壁寄りの埋土下部より棒部分と円盤部分が別々に発見されたものであ

る。もう一方側の棒部分は発見できなかった。 2は管玉状の鉄製品であるが、管孔の内部は鋳
(36) (37)

癌のためふさがれている。類例は宮地遺跡の10号溝や力石遺跡のH- 2住居跡の埋土中から出
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0 5c調

第42図IHO6住居跡出土遺物実測図(4)

土しているが、今のところ性格不明である。

3、 4は刀子の刃部破片と思おれる。

(その他) R5の埋土中からは炭化した野桃

の種子が1個出土している。またRからは中

型哺乳類の骨片l点が出土している。

」Go3住居跡 (第43-46図、第16、 17表、

写真7、 17-21)

〔位置〕 調査区南方I区の北寄り中央部に

位置している。

〔形状、規模〕 一辺約4.8mの隅丸方形の

竪穴住居跡であるが、開田工事によってその

上端部が削られているため、床面は浅く、検

出面から深さ0.08-0.1 mを測る。その南北

辺は真北に対して約40度西に振れている。

(柱穴) 上層に開通する支柱穴状のピット

はR-藍の合計3個発見されている。もとは床

の西壁寄りに四角形をなす様に配置されてい

たと思おれるが、住居跡の南西隅が概に撹乱

されていたため確認できなかった。各柱穴は

深さ0.18mのII小手I輪形を呈している。

〔付属遺構〕 柱穴状ピ、ソト以外の住居跡付属遺構としては、かまど1基、ピット2がある。

(かまど) 南壁中央部に位置し、本体残存部で最大巾約0.98m、巾約0.8nlを測る。煙道は

確認されていないが、周辺部一帯が削平されている事情から見ると、かつて存在していた可能

性が強い。

聖体は理工や地両種とほぼ同色の補色シルト軽埴土よりなるが、その東側部分には補強材と

して倒立した土師器の長胴カメ一個体が埋め込まれている。火床部中央には倒立した須恵器の

杯一個体分の破片が見られる。おそらく支脚として用いられたものであろう。

(ピット類) 柱穴状ピソト以外のど、ソトは鼠、 Rであるが、いずれも浅い皿状ピ、ソトである。

そのうち、勤ま床の東壁寄りの巳と呂に挟まれた中間部に位置し、平面椅子暮喜形を呈している。

性格は不明である。勘ま、かまどの東壁に隣接し、平面円形を呈している。位置関係及び埋土

から見て、灰捨て穴と推定される。

〔埋土〕 かまど部やピ、ノト内の埋土を除いて、住居跡の大部分を被う埋士は木炭を微量に混
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大した褐色のシルトであるが、この土層は地山の土とほとんど同質同色であるため、遺構の境

界部の肉眼的を判別はほとんど不可能である。

第16表 JGO3住居跡ピット一覧表

ピット名 平 面 形 断 面 形 平面規模(m) 深さ(m) 埋 土 状 況 出土遺物 

耳 B R R R 円形 ケ ケ 楕円形 円形 鍋底形 U字形 〃 浅いレンズ状 レンズ状 0.2×0.18 0.2×0.18 0.26×0.22 0.51×0.34 0.55×0.48 0.11 0.18 0.12 0,05 0.1 

褐色一暗褐色シルト屈 ク 焼土層ヶ 焼土層 ・ケ 

をし ノブ ケ 焼物類 

〔遺物出土状況〕 住居跡内の遺物はほとんど古代の焼物類であるが主に、かまど部分と、そ

の周辺部から出土している。その中には先に述べた長胴カメや杯の他にかまど焚口部付近から

完形に近い長胴カメ一個体と、やや大きを別の長胴カメの大破片一個体分が出土している。

第17表 JGO3住居跡出土一覧表

焼 物

実測図 番号 
写真番号 

焼成によ る分類 
器種名 

出土 遺構屑 
口径 底径 器高 その他の法艶 夕煙色調 

月台土の 状況 
残存部位 

45-1 17-4 
土師質- 須恵質土器 

長胴カメ 

床面 〃 ク Pl 

推26.お皿 

維8.00面 接7.6 

36.純血 Cm 淡黄 

砂混入 ケ ケ 砂少量 混入 

口綾部一底部 

2 5 土師器 長胴カメ 2l.4 残20.5 休部径 21.6 
にぷい 橙 

口綾部、休部 夕 日緑部一底部 〃 底部 

3 
- 土師器 長胴カメ 推23.0 32.8推 

頚部径推22.0 休部類推12.8 

橙 

4 17-2 土師器 内黒杯 推13.4 6.2 4.9 

にぷい 橙 

5 3 
甘焼き 須恵器 

杯 

かまど 支脚 ケ 床面 

1414.4 6.0 4.7-4.8 灰白 

6 18-7 
土師質 土器 小型カメ 

推7.0 推5.0 赤橙 

砂混入 ク 7 17-1 須恵器 大型壷 10.4 残14.2 休部径推14.9 灰 休部一底部 

鉄 器

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 重 量 材 質 備 考 

46-2 

21-9 ケ 

? 

床面 ケ 

3.9cm 
Cm 0.5-0.8 

Cm 納0.2内外 

円形 ケ 不良 ク 

風化している 

ノブ 3 
? 3.25 0.3-0.6 0.3内外 
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間
間
団

捌
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閉
園

1 砥石 2-4 鉄器類

2、3 JGO3住居跡1、4 JI50t軌講亦

0 5 10c爪

第46図JGO3住居跡出土遣物実測図(2)

およびJI50住居跡出土遺物実測図(1)

〔出土遺物〕  (第45、 46図、第17

表、写真17-1-5、 18-7、 ・11、

19-3、 20-6、 21-9)

住居跡内の主を遺物は第45図およ

び第46図2、 3に掲げる通りである。

(焼物類) 長胴カメ類 第45図1

-3は長胴カメ類であるがいずれも

C群II類に属する資料である。その

うち、 1はII-2al類、 2はII-1

類、 3はII-2a2類にそれぞれ入れ

られるもので、 1と3はかまど焚口

部周辺から、 2はかまど東壁体内か

それぞれ出土している。

小型カメ、杯類 6はB群III類下半

部の破片資料であるが、底部に籾の

庄痕が残っている。 4、 5はす不類で

ある。そのうち、 4はA群I-1a類

5はⅣ群II類に入れられる資料であ

るが、焼きが甘く底部の糸切り痕の

渦の中心部が、他の多くの例と異な

り、底面の中央に偏っている。いず

れもかまど火床部に支脚として用い

られたものである。

〔鉄器〕 第46図、 2、 3の針状の鉄製品はかまど焚口部の西方床面から出土したもので、い

ずれも性格不明である。

JI50住居跡 (第46-1、 4、47へ49図、第18、19表、写真8-1、 2、17、19、21)

〔位置〕 調査区の南方J GO3住居跡の南南東に近接した位置にある。

〔形状、規模〕 検出面に一部破壊されているが一辺約4.Om、検出面からの深さ0.05m内外

の平面偶丸方形の竪穴住居跡である。その南北辺は約110束に偏っている。

(柱穴) 柱穴に相当するピットは検出されなかった。

〔付属遺構〕 住居跡に付属する遺構としては、かまどlとど、ソト3がある。

(かまど) 東壁に接して作られたかまどであるが、全体的に削平が著しく煙道部は矢をわれ、

-110
-





s ,。5竿

‾‾‾‾-‾- ‾ ‾ ‾“-‾顔

丁 7干‾ ‾寸 8す

瘍
第47図J工50住居跡平断面実測図

ー113
-

土層注記は
次ぺ-ジ上

段に示した。



鴻ノ巣館遺跡

第47図付表 土居注話

眉 土 色 土 性 特 徴 

l 

禍 〃 ノブ ケ 赤縄 HuelOYR% 〃 ケ I′ Hue2.5YR% シル上 々 〃 〃 シルト質焼土 

ほとんど粘性牽く、植生根がねずかに含まれている。 

2 艦上を少唖含んでいるが、3より少ない。 

3 焼土を少址含んでいる。 

4 混入物がほとんどない。 

5 焼土を主体とした上。 

6 

禍 ケ 〃 HuelOYR% 〃 ケ シル上 々 〃 

混入物ほとんどなし。 

7 6と同質の土にブロック状の焼土と灰渡りの土が混入している。 

8 ごく微蚊の焼土が含まれている。 

聖体の基部と火床部のみ残存している。その規模は最大巾約1.O m、長さ約0.9 mを測り、火

床部から焚口部周辺の床面にかすて焼土層が広がっている。この焼土層は南北1.9 m前後、東

西1.5 m前後、床面上で0.05m前後の厚さを測る。

をお、火床部は長径0.7 m、短径0.5 m前後、深さ0.04m未満の浅い皿状の陥ち込みになっ

ているが、その中央部には支脚として用いられたと思われる土師器の杯一個体分が倒立状態で

つぶれていた。

(ピット類) かまどの周辺部からは最大径0.42m未満の平面をいし不整円形小型ピットがが

3つ発見されている。そのうち且、良はかまどのおきに位置し灰捨て穴と考えられる。勘ま性

格がよくわからをい。

第18表J150住居跡付属ピット一覧表

ビット名 平 面 形 断 面 形 平面規模(m) 深さ〈m) 埋 土 状 況 出土遺物 

且 ら ち 円形 不整円形 楕円形 円筒形 ケ 鍋底形 0.38×0.3 0.42×0.32 0.28×0.22 0.22 0.1 0.12 
焼土層、褐色土など ケ ノン 焼物類 ウ ノ′ 

〔埋土〕 かまど部やビットを除く住居跡の主要埋土は周辺部の地山層と同質同色の褐色シル

トである。そのため、遺構の範囲は都部分不明瞭である。

〔遺物出土状況〕 遺物はかまどとその周辺部を中心に床を被う埋土の各所から出土している

が、耳-島の各ピ、ソトからも若干出土している。大部分は土器類の破片であるが、他に南側床

面から砥石が1点北側床面からは鉄器が1点それぞれ発見されている。

〔遺物〕  (第46-1 ・ 4、 49図、第19表、写真17-6-9、 19-7、 21-10)

出土遺物のうち比較的形状のよく知られるものを一括して第46、 49図に図示した。
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千s145

聖

基準高 海抜36.50m

第48図JI50住居跡遺物出土状況平断面図
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" 火だすき状変色体

0 5 10c同

第49図JI50住居跡出土遺物実測図(2)
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(焼物類) 小型カメ類 第49図1-3は小型カメ類の破片である。そのうち1、 2はB群III

類、 3はH葛1a類のそれぞれ破片資料である。

杯、壷類 4-8は杯類でありそのうち4はA群I-2a類、 5はI-2a類に入るがいずれも全

体的に磨滅が著しい。 6、 7はⅣ-2類に属する杯であるが6の体部下半には暗褐色の火だす

き状の線形変色帯が見られる。 8はIII-1類の破片資料である。 11はF辞II-4類に分類され

る小型壷である。

(石器) 石器としては第46図1に示す様かこぶい褐色の凝灰岩製の砥石一個がある。この砥

石は四角柱状の角礫を素材とし最低4面の研磨面を有している。

(鉄器) 鉄器としては第46図4に示す様朝田長い板状の鉄製品が一点出土している。おそら

く刀子柄の部分であろう。

第19表J I 50住居跡出土遺物一覧表

焼 物

書測畢 写真番号 焼成によ る分類 
器種名 患構点 口径 底径 器高 その他の法艶 夕煙色調 躾土窺 残存部位 

49-1 ー 
誓恵纂 小型カメ 床 面 

椎16.00Ⅲ 14 

7.0 伽 15.覚Ⅲ 休部径推14諸肌 灰白 砂混入 口綾部一底部 

2 
ー 

土合布質 土器 小型カメ 床 面 推7.2 推4.2 休部径推5.8 
灰由へ にぷい鮒 

砂混入 底 部 

3 17喜6 土師器 小型カメ かまど 6.6 996 

休部径残推14.6 休部径抱0.9 

(こぶい 祇)祇) 
砂混入 休部、底部 

4 7 土師器 内黒埼 かまど 6.0 4.8-5.0 
(こぶしヽ 柁‡ 糸田砂敬 重と混入 

口緑部一底部 

5 16-11 土師器 内黒土不 

JI-53 住床埋土 ケ かまど 

推14.8 推5.8 4.1 
(こぶしヽ 黄橙 麗少葵 口綾部一底部 

6 16-12 須恵器 杯 推13.7 6.0 4.6-4.8 灰白 鷲少実 口緑部一底部 

7 17-9 須恵器 杯 推14.2 6.4 4.8 緑灰 砂混入 口緑部一底部 

8 9 須恵器? 士不 床 面 推14.8 

推6.3 推8.6 

4.3 黄白 砂混入 口綾部一底部 

9 
ー 

土合両賞 土器 長胴カメ 床 面 22.0 推15.8 浅黄橙 砂混入 口綾部一体部 

10 
ー 土師器 長胴カメ 床 面 推17.6 推27.9 

頚部径推14.9 休部径推19.0 (こぶしヽ 黄橙 砂混入 口緑部一底部 

11 
- 須恵器 小型つぼ 床 面 推4.5 

頚部径維5.0 休部径推16.8 
灰 砂混入 休 部 

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大径 重 量 材 質 備 考 

46-1 19喜7 砥 石 床面 15.7cm 4.1cm 3.7cm 3509 淡緑色細粒 凝灰岩 石井麿面4面 (若干の差あるが4面共襟寝あり) 

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 横断面形 保存状況 備 考 

46-4 21-10 釘? 床面 3.9cm 
C調 0.5-0.8 

Cm 0.4内外 

方 形 不 良 

JI53住居跡 (第50、 51図、第20表、写真8-3、 16、 19)

〔位置〕 調査区の南方にあり、 JGO3住居跡、 J I50住居跡の東方に位置している。
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鴻ノ巣館遺跡

〔形状、規模〕 遺

構の大半が調査区域

外にあるため、その

全形は不明であるが、

検出部分で南北約2.

5m、東西約0.9m、

検出面からの深さ0.

12m内外を測る。一

辺2m以上の隅丸方

形の竪穴住居跡と思

われる。

〔埋土〕 炭化物の

少量混った暗褐色の

シルト質軽埴土と褐

色のシルトの上下二

層より在る。

Sl13+

㊥
=53ピット

層 土 色 土 性 特 徴 

1 暗 鵬 10YRタイ シルト質軽埴土 焼土、木炭片、土師片を含む 

2 榔 10YR% 砂渡り シルト 1より木炭が少い。 

第50図J I 53住居跡平断面実測図

断面図中の黒丸は

A-A ’面に巾40cm

の区間内の造物を

投影したもの

1m

用言i i I

〔遺物出土状況〕遺物は主として上層の埋土中から分散した形で出土している。遺物の大半

は土師器の破片であるが、砥石や礫も見られる。

〔遺物〕 (第51図、第20表、写真16-11 ・12、 19-4)

(焼物類) 遺物としては、接合不能のC群II類相当の破片やA群I類相当の破片が見られる。

(石器類) その他に、第51図に掲げる様を緑色凝灰岩製の砥石一点が出土している。この砥

石は四角柱状の角礫の3面に研磨面を有するものである。

第20表J I 53住居跡出土遺物一覧表

石 器

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺樹冒 最大長 最大巾 最大厚 重 量 材 質 備 考 

51-1 19-4 砥 石 JI53住 12.6cm 3.4cm 3.15c肌 1489 
淡緑色細粒 凝灰岩 ク3面 (3面共擦痕あり) 

(b)やや大型のピット

各I50ピット (第14、15、62図、写真9-5、22)

〔位置〕 調査区中央部北寄りの束辺部に位置し、 E J53住居跡と隣接している。

〔重複関係〕 東辺部がE J53住居跡と不明瞭を形で続いていたが、出土遺物から、明らがこ
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E J50ピットの方が古い事が判明した。

〔規模、形状〕 隅丸の不整五形状の浅い舟

底状ピットである。ピット内には、最底2-

3のテラス状の平坦一緩斜面が認められるが、

最深部は中央の不整隅九五一六角形の部分で、

検出面より0.32-0.4mを測る。他の浅い部

分では0.08-0.15mを測る。

ピット全体の規模は、高々東一北々西方向

で最大長約4.5m、東北東一西南西方向で最

大約3.2mを測り、最深部分の規模は上記と

同一方向にそれぞれ、約3.8m、約2.5mを測

る。

〔埋土〕 埋土は暗褐色の砂質壌土ないし軽

埴土の単層である。この層は場所によって幾

分砂の混入量が異をっているが、層的な区別

は困難であった。

鴻ノ巣館遺跡

0 5cm

第51図J工53住居跡出土遺物実測図

〔遺物出土状況〕 遺構の埋土中からは、磨滅した古代の焼物の破片が計10点前後と近世以降

の陶器類破片6点が、各々混在した形で出土している。以上の他にも礫や木炭片が2-3出土

している。いずれの遺物も、ピットそれ自体に付随した形ではをく、ピットが埋没する過程で

混入堆積した様相を呈している。

〔遺物〕  (第62図3-4、第24表、写真22-6)

木炭や礫を除く人工遺物は、いずれも焼物類の細片であるが、古代のものとしてはA群I、

II類、 B、 C類、 F類の口辺をいし体部の破片が見られる。また、近世以降の陶器類としては

第62図に掲げた様を暗褐色の摺鉢の休部や底部破片が見られる他、 4や5に掲げた上粕塗りの

陶器類も見られる。 (4、 5の遺物についての詳細は近世以降の遺物の項を参照)

(c)中型のピット類

BJO6ピット (第52-54図、第21表、写真9-2、 10-3、 16-13-17)

〔位置〕 調査区北部のB区とC区の境界部付近の西辺に位置している。

〔重複関係〕 BJO6樺に切られている。

〔形状、規模〕 長径1.28m、短径1.08m、検出面よりの深さ0.12m内外の平面不整円形の浅

い皿状ピットである。

〔埋土〕 壁土は焼土の混った褐色のシ)レト質壌土などの上層土と炭化物と焼土の混合した黒
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鴻ノ巣館遺跡

褐色の下層土からなる。

〔遺物出土状況〕 上記の1、 2層中からは分散した形で礫と多数の古代の焼物類の破片が

出土している。その中には全形修復可能な資料はれ、が、概して大きを破片が多く、しかもあま

り磨滅していないものが見られる。以上の事実から、焼物類がこの遺構に伴をうものである事

が予想された。

〔出土遺物〕  (第54図、第21表、写真16-13-17)

一

十∴∴-
.-

丁

:子:∴‥

\、〇〇一-_山

0 5

第54図 BJO6ピット出土遺物実測図

第21表 BJ O6ピット出土遺物一覧表

焼 物

実測図 写 真 焼成によ 
器種名 

出 土 
口 径 底 径 器 高 

その他の 外壁 胎土の 
残存部位 

番 号 番 号 る分類 遺構層 法量侶 色調 状 況 

54-1 3 4 5 2 

16-14 16-13 土師器 須恵器 

内黒埼 
BJO6 ピット 推 13.4cm 

5.Ocm 5.Ocm 

Cm 休部径残9.4 休部径繊14.9 

橙 

砂混入 砂混 ケ ク 砂少量 

口綾部一底部 口綾部一体部 口綾部 休部一底部 口縁部一底部 

杯 
BJO6 推 推 残推 オリー 
ピット 15.0 

8.4 推 

4.4 ブ灰 

土師質 ー須恵 質土器 土師器 須恵器 

小型 カメ BJO6 ピット 推 17.0 残推 4.4 
浅黄橙 

内黒 小型 カメ 

BJO6 推 残推 浅黄橙 
ピット 14.8 8.4 6.0 十黒 

杯 
BJO6 推 推 推 灰 
ピット 13.8 8.0 4.6 混 入 

-120
-



鴻ノ菜館遺跡

出土遺物のうち、ある程度形状の判明するものを第54図に図示した。

(焼物類) 杯類1-3はA群の杯類であるが、そのうち1はI-2a類である。磨滅してい

るため、ヘラ削り痕が不明瞭に在っている。 2はⅣ一2類であり、 3はIII葛1類であると思わ

れるが底部の欠落した資料である。

小型カメ類 以上の杯類の他、 4、 5の様な小型カメ類の破片と思しき破片も出土している。

そのうち、 4はB群III-1類の上半部破片である。 5は全体の形状からして、おそらくB群の

工-1-2類に含まれる小型カメ類の下学部破片であろう。

CAO6ピット (第52、 53図、写真10-3)

〔位置〕 調査区北部B区とC区の境界部付近のやや西寄りに位置している。

〔重複関係〕 BJO6溝に切られている。

〔形状、規模〕 南東一北西方向に長い楕円形状の浅い皿状ピットと思われる。ただし、その

北西部がBJO6溝に切られているので、正確な形状は不明である。残存部で長径約1.4m、短

径1.Om、検出面からの深さ0.08m内外を測る。

〔埋土〕 埋土は黒褐色と黒色の混合した炭化物混りのシルト質の軽埴土の単層である。

〔遺物出土状況〕 ピットの中央部付近の埋土下層から床面にがナて、分散した状態で5点の

土師器の細片が出土している。ピットに伴なうものか否かは資料不足で確認できなかった。

〔出土遺物〕 出土したのは土師器の長胴カメ類の休部細片であるが、接合不能であった。

EBO3ピット (第55図、写真9-3)

〔位置〕 調査区全体のやや北寄りのE区北端部の中央に位置している。

〔形状、規模〕 平面が北西一高東方向に長いやや不整を長橋円形状の舟底形ピットである。

その規模は検出面で長径2.28m、短径0.8m内外、検出面からの深さ0.2m内外を測る。

〔埋土〕 ピット内の埋土は色調や成分を幾分異にする焼土層と暗褐色のシルト質軽埴土層の

2層群から在る。

〔遺物出土状況〕 遺物は主として焼土層中から分散した形で合計13点出土している。

〔遺物〕 出土遺物は、すべてA群I類、 C群II類、 F群III類をどに含まれる土師器、須恵器

の細片である。

且C53ピット (第55図、写真9-1)

〔位置〕調査区全体のやや北寄り、 EBO3ビットの南東方向に位置している。

〔形状、規模〕 検出面上で直径0.9-1.04m、検出面からの深さ0.3m内外を測る、平面円形

の鍋底状ピットである。

〔埋土〕 埋土は煤混りの黒褐色焼土や暗褐色一褐色のシルトや砂土層よりなるが、そのうち

の10層から12、 13層にかすて直径0.3m、厚さ0.1m内外の円板状の塊状焼土が平置されてあ
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E BO3ピット

A
「

A
「

EC53ピット

A
「

副

E芋

圏

E D50ピット

5 4 8

層 土 色 土 性 特 徴 

1 

晴赤的 夕 晴褐 

Hue5YR% シルト質焼土 粘性なく、焼土塊を多く含んでいる 
2 Hue5YR% シル 上質樵土 焼土と炭粒を少娘含んでいる。 

3 Hue7.5YR% シルト質隆雄土 焼土塊を少し含んでいる。 

4 5 
暗赤的 ・ク 

Hue5YR% シルト算焼土 焼土塊を多く含んでいる。 

Hue5YR% シル 上質碗土 炭粒や焼土塊を多く含み、5より粘 

6 褐 

りがある。 

Hue7.5YRタイ シルト質砂上 炭粒を少皿含んでいる。 
7 隷∴褐 Hue7.5YR% シルト賞軽碓土 2よりやや粘り強く、椀土や炭粒を 

多く含んでいる。 

8 

晴褐 /′ 隷∴褐 

Hue7.5YR% シルト質軽極上 炭をやや多敬に含んでいる。 

9 Hue7.5YR% シル 上質砂土 焼土が少亜含まれている。 

10 Hue7.5YR% シルト質娩土 多丑の煤が混入している。 
11 榔 Hue10YR/乙 砂 土 少牧の小石が混入している。 

12 

晴∴褐 ケ 

Hue7.5YR% 砂 土 焼土が少娘含まれている。 

13 Hue7.5YR% 砂 土 混入物なし。 

基準高 海抜37.50m

O 1 2c鵬

I 1 1 1 , l l l I l i l I i I i l l I l l

第55図 E区各ビット平断面実測図
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った。

〔遺物出土状況〕 遺物は焼土層を中心とする各層から出土しているが、特に南側に集中する

傾向が見られた。

〔遺物〕 遺物は18点あるが、全てB、 C群などに相当する焼物類の細片である。

E D50ピット (第55図、写真9-4)

〔位置〕 調査区全体のやや北寄り、 EBO3ピットの南東方向に位置している。

〔形状、規模〕 検出面上で、長径1.5m、短径0.66m、検出面からの最大深約0.2mを測る

ピットの底部は、東北東方向で浅くなる。平面が西南西一東南東方向に長い長楕円形の舟底状

ピットである。

〔埋土〕 ピット内の埋土は上層を毒す2段の焼土層を毒す炭化物層よりなる。

〔出土遺物〕 遺物として5の焼土層中からA群相当の土師器の破片2点が出土している。

FCO6ピット (第21、22図、写真4-1、 9-7)

〔位置〕 調査区中央部のやや西寄りに位置している。

〔重複関係〕 FCO9住居跡の北東部に西半部が切られている。

〔規模、形状〕 口径1.6m、底径1.2m内外、住居跡検出面よりの深さ0.5m内外の浅い筒形

ピットである。

〔埋土〕 ピット中の埋土は砂質ないしシルト質の軽埴土を主体とした3-4層で被おれてい

る。それらの土層の中には焼土や炭化物を含むものもあるが、全体として自然堆積の様相を呈

している。最上部を被う2層はFCO9住居跡の周辺に広がる地山の上層土と同質同色で、この

ピットがFCO9住居跡の構築以前に埋没した様子を示している。

〔遺物出土状況〕 遺物としては古代の焼物類の破片が各埋土に混って少数出土している。

〔遺物〕 調査後、最下層部出土の遺物以外所在不明をので詳細はれからないが種類としては

A群I類、 B群、 C群をどに相当する器形が認められる。

iJO3ピット (第56図、写真9-6、10喜1)

〔位置〕 調査区南方のI区南端部に位置し、 I JO6ピット(1)の東側に位置している。

〔重複関係〕 I JO3溝とIAO6溝の両港と重複している。そのうち、埋土の堆積状況の観察

からJAO3溝はこのピットより新しい事がわかった。 I JO3溝との関係は、埋土の関係から、

I JO3溝が幾分新しい様にも思われたが、調査時点では充分勧容認ができなかった。

〔形状、規模〕 直径1.36m内外、検出面からの深さ0.48m内外の、浅い円筒状ビットである。

〔埋土〕 ピット内の壁土は3層よりなる。そのうち、最上層は=O3溝と共通する褐色のシ)レ

ト質軽埴土であるが、炭化物の混入量は=O3溝よりも幾分少をい。中層は草灰と木炭末の混合

層で黒色を呈し、主としてビットの西半分に分布している。最下層は暗褐色のシルト質軽埴土層
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で、その底に、長さ0.26m、巾0.18m、厚さ0.08m内外の直方体状の礫が一個横たれっていた。

〔遺物出土状況〕 埋土2、 4層中から、焼物の破片が合計3点、分散した形で出土している。

iJO6ピット(1)  (第56図、写真10-1)

〔位置〕 調査区南方のI区南端に位置し、すぐ北西部にはIHO6住居跡があり、南側にはJ

AO6溝やIJO6ピット(2)、東側には、 I JO3ピットがそれぞれ位置している。

〔形状、規模〕 直径1.3-1.44m、検出面からの深さ0.2m内外のやや歪んだ円形の皿状ピ

ットである。

〔埋土〕 炭化物の少量混入した褐色のシルト質軽埴土の単層よりなる。

〔遺物出土状況〕 埋土中からは古代の焼物細片が4片、分散して出土している。

〔遺物〕 出土した焼物はいずれもA群I、 II類の口辺及び休部細片である。

IJO6ピット(2)  (第56図、写真10-1)

〔位置〕 調査区南方のI区南端に位置し、工JO6ピット(1)のすぐ南方に位置している。

〔重複関係〕 JAO6溝と重複しているが、埋土が同じで新旧関係は不明である。

〔形状、規模〕 長径約1.8m、短径0.9m、検出面からの深さ0.16m内外の平面楕円形の浅

い皿状ピットである。

〔埋土〕 埋土は少量の炭化物の混入したやや粘りの強い黒褐色のシルト質軽埴土の単層より

をる。埋土中にはおとなのこぶし大の礫が2個混入していた。

〔遺物〕 人工遺物は発見されをかった。

JHO3ピット (第43、44図、写真9-9)

〔位置〕 調査区南方部、 JGO3住居跡の西側に位置している。

〔形状、規模〕 最大径0.84m、検出面からの最大深0.13mの平面不整円形の皿状ピ、ソトであ

る。

〔埋土〕 埋土はJGO3住居跡の床の埋土層1と同じ炭化物を微量に混えた褐色のシルトであ

る。

〔遺物出土状況〕 埋土中からは、土師器の破片が3点出土している。

〔遺物〕 出土した土師器はC群I類をいしII類の胴体部細片である。

(d)小型のピット類

Ji53ビット (第50図)

〔位置〕 調査区の南方にありJ I53住居跡の西方に1mほど離れた位置にある○

〔形状、規模〕直径0.18m内外、検出面からの深さ0.15mほどの円筒状ビットである。柱穴

の一種と思われるが、調査された範囲内ではJ I 53住居跡その他の遺構との関連性を確認でき

をかった。

ー124
-





鴻ノ巣館遺跡

〔埋土〕 暗褐色のシルト質埴壌土の単層である。

〔遺物〕 発見されていをい。

MD50grノッド及びME50ゲノッド内のピット群 (第57-59図、第22-23表、写真9, 19)

〔位置〕 調査区南端部に集中している。

〔検出面〕 この付近では土層が地下約0.5m付近まで耕作による撹乱を受けており、 MD505

ピット以外、いずれも地下約0.5m付近で検出されている。これらのど、ソトはいずれも、 MD

505ピットは盛土層下の旧地山層中に掘り込まれており、上記各ピットの検出面より、約0.3

m下で検出された。

〔重複〕 各ビット間の重複は認められない。

第22表 MD50.ME50ゲノットのビッド一覧表

ビット名 平面形 断面図 平面規模㈹ 深 さ 小) 最大深山) 埋 土 状 況 出土遺物 

MD的lピット 不正形 

簡形 〃 舟底形 

0.45×0.8 0.45 0.3 

暗褐色シルトの単層よりなる ケ ケ 〃 ケ ノン ケ 暗褐色シルト、暗視色シルト質埴 土にぷい黄鵠色靖土の3層からなる 

須恵器破片1 

MD502ピット 円 形 0.4 ×0.48 0.45 0.2 なし 

MD503ピット 長円形 0.5 ×l.2 0.45 0.22 なし 

MD弧ピット 円 形 筒 形 0.35×0.4 0.45 0.24 なし 

MD505ピット 長円形 舟底形 0.75×1.55 0.75 0.2 毒し 

ME501ピット 

円形 ノブ -ク 筒形 〃 〃 

0.45×0.5 0.5 0.22 なし 

ME502ピット 0.3 ×0.3 0.55 0.2 なし 

ME503ピット 0.52×0.6 0.5 0.25 砥石状礫片1 

〔形状、規模〕発見されたビットは全部で8あるが、その形状や規模は第57図、第22表に示

した通りである。以上の図表からもわかる様に形状や規模に若干の差が見られるものの、いず

れも検出面で最大径1・2m、検出面からの深さ0・3m内外の小型ビットである。それに対し

て、 MD505ピットは、ビット自体の深さは他のビットと同じであるが、規模は、長径1・54m

短径0.76mとやや大きい。

〔埋土〕ビット内の埋土は第22表にも示した様にME503ピットの埋土は3層の埋土より在

る。他はいずれも単層である○そのうち、 MD505ピットは第57図の4層と同じ土で埋められ

ている。その他の各ピソトは、すべて、1層と同じ暗褐色のシ)レト質軽埴土層で埋められている。

〔遺物出土状況〕各ビット及びその周辺部の遺物出土状況は第58図に示した通りである。図

からもわかる様に、 tiソト内からの遺物の出たのはMD501E`ノトとME503ピットの2ビット

のみである。そのうち、 MD501ピ、ノトの埋土中からは須恵器の壷類の破片1個が、またME
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総1ヒノト

ツ\ ・

」◎」寸
土㊥阜

ME502ピント

㌘

ME503ピソト

ト」

_阜∴∴阜

琢図

_旦

顔該

耳_

1〇 時褐10YR舞 シルト

ME503ピット埋土

2.時制10YR% シルト質的土
ME503ピット埋土

3.にぷい黄禍10YR%∴堰土
ME503ピット埋土

4.暗視十にぷい黄褐10YR%十10YR舞

シルト好雄土

木炭片、焼土片を含む遺物あり、近年の
埋土(磁器、生焼け木片)を含む

阜一旦∴∴∴∴卓二〇十

脇 類 縁顔顔
_阜 阜一十∴∴阜_阜∴∴∴亡

圏圏

基準高36. 50m

5.褐十にぷい黄的10YR 
%十10YRタイ シルト質 

軽堰土1-2cmの紐に 
なる 木炭を混える 

6.暗原資十褐色斑 2.5YR 

劣十10YR% シルト 

褐色斑は植生痕か? 
遺物なし 

0 1m

第57図 MD50グリッド付近ピット群平断面図
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第58図 MD50グリッド付近の遺物出土状況の平面図・ A-A’面投影図
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0 5cm

第59図 ME503ビット出土の砥石状石片実測図

503ピットの底面からは砥石状の石片l個が

それぞれ出土している。その他、ピ、ノト周辺

の埋立盛土申からは、分散混入した形で木片

や木炭片、それに、土師器や須恵器、及び近

世以降の磁器の各破片が19点出土している。

〔遺物〕  (第59図、第23表、写真19- 6)

(焼物類) ピット及びその周辺部から出土

した20点の焼物類の破片はいずれも胴体部細

片である。器形としては、須恵器ではF群相

当の壷、カメ類、土師器ではC群II類の長胴

カメ類、磁器では茶碗類がそれぞれ見られる。

(石器) ME503ピットからは第59図に示

した様な一部暗赤褐色をおび珪化した灰色の

凝灰岩の砥石状石片が出土している。この石

片は、角柱形を呈し、一部に平坦面を有する

が、研磨痕が認められをいので、果して、人工遺物であるかどうか疑問である。

第23表 ME503ピット内出土遺物一覧表

石 器

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 重 量 材 質 備 考 

59-1 19-6a、b 砥石? 床 面 9.9cm 5.3cm 4.6cm 2509 細粒漸岩 
人工品かどうか疑 わしい 

(e)溝

BJO6溝 (第52、53図、写真10-3 ・ 5)

〔位置〕 調査区北部のB区とC区の境界部付近に位置している。

〔重複関係〕 BJO6溝及びCAO3tiノトを切っておりそれより古い。

〔形状、規模〕 調査区をほぼ東西に横切る形で直線的に延びる溝で断面が緩いU字形を呈し

ている。その規模は検出面上での上巾1.26-1.66m、底巾0.48-0.8m、検出面からの深さ0.46

-0.56m、調査区域内での長さ約12.5mを測る。

〔埋土〕 埋土は主に暗褐色のシルト軽埴土や暗灰褐色のグライ化した埴壌土で占められ、と

ころどころに地山層の崩壊土と思われる灰黄褐色のシルト質壌土層が見られる。

〔遺物出土状況〕 溝の埋土中には上下層を問わず多量の礫の混入が認められた。礫は付近の

川から運んで来られたと思われる川原石で、その大きさは大人の足大のものから、ピンポン玉
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大のものまでいろいろであった。それに混じる様を形で土師器や須恵器をどの古代の焼物類の

磨滅した細片が少数出土している。礫の水平分布を見ると、調査区の西側では一部希薄に在る

が溝の中央部よりにほぼ等密度に分布している。土師器や須恵器の破片は西側にやや多く分布

する傾向が見られるものの全域にわたって分布している。以上の様を出土状況の観察からこれ

らの土師器や須恵器がこの遺跡に直接的に伴をったものではをくて、破片にをってから後のあ

る時期に埋土や礫と一緒に混合堆積したものであると推測された。

〔遺物〕 図示し得る資料は老いが、 A群I-1-2類やB、 C、 F群に属する休部細片資料

が見られる。

FIO3満 (第33、34図、写真5-1 ・3)

〔位置〕 調査区の中央部南寄りのFI50住居跡南辺部に位置する。

〔重複関係〕 FI50住居跡の煙道と南東部を切っておりそれよりも新しい。また溝の一部に

は長径約0.6m、短径約0.24m、検出面からの深さ0.26mほどの平面楕円形の摺鉢状ピットが

見られるが両者の新旧関係は確認できをかった。

〔埋土〕 暗褐色と褐色の混合したシルト質軽埴土の単層である。

〔遺物〕 遺物は発見されなかった。

IHO6満 (第37、38図、写真6-1)

〔位置〕 調査区域の南方重HO6住居跡所在地付近に位置している。

〔重複関係〕 IHO6住居跡の南北隅付近を切って掘られている。

〔形状、規模〕 長さ1.5mしか、検出してい老いので溝の全形は不明であるが、調査された

範囲で見ると検出面上で巾0.5-0.7m、底部で巾0.2m内外を測り、横断面は西に緩い逆台形

を呈し、やや香田しながら南西から北東方向に走っている。

〔埋土〕 主要部分の埋土は暗褐色のシルト質軽埴土とにぷい黄褐色のシルト質埴土の二層よ

り在っている。

〔遺物〕 埋土中からは人工遺物が検出されをかった。

JAO3満 (第56図、写真10-1)

〔位置〕 調査区南方のI区南端部に位置し、 =O3ピットの東側に接している。

〔重複関係〕 = O3ピ、ソトの項でも述べた様に埋土の堆積状況からは、この溝がやや新期の

に属するという車以外、両者の新旧、共存関係を明らかにする資料は得られなかった。

〔形状、規模〕 上巾0.74m内外、底巾0.3m内外、検出面からの深さ0.3m内外の断面がU

字型の浅い溝で、調査区の中央部から東北東方向に約4.8m-5.8m延びさらに調査区外に達し

ている。

〔埋土〕 ピソト中の埋土は炭化物を含む褐色のシルト質軽埴土の単層である。

一135
-



鴻ノ菜館遺跡

〔遺物出土状況〕 埋土中からは須恵器と土師器の磨滅した細片が混入した形で約5点出土し

ている。

〔遺物〕 出土した焼物類の器形として須恵器ではF群相当の胴体部、土師器ではC群の胴体

部の破片が見られる。

JAO6満 (第56図、写真10-1)

〔位置〕 調査区南方のI区南端からJ区北端の西寄りに位置している。

〔重複関係〕 =O6ピ、ソト(2)と重複しているが、その前後関係は不明である。

〔形状、規模〕 上巾0.5-0.7m、下巾0.2-0.5m、検出面からの深さ0.5-0.15mを測る

断面が浅い皿状の溝で、調査区の南西から北東方向に約6.2-6.4m延びている。

〔埋土〕 溝の埋土は=O6ピット(2)と同じ黒褐色のシルト質軽埴土の単層である。

〔遺物〕 遺物は出土していをい。

」AO3溝 (第60図、写真10-2)

〔位置〕 調査区南部のし区北端に位置している。

〔検出面〕 K区南部からし区北部にかすて、一時工事用の土石置場として使用されていたた

め、表土層から地山上層にかけて土層が撹乱されていた。そのため、遺構の検出は、通常の検

出面より0.05-0.1m下げた面で行なった。

〔形状、規模〕 調査区をやや南北に偏りながら、ほぼ直線的に東西に礁切る溝である。調査

区域内に於ける溝の規模は、上巾0.52-0.56m内外、下巾0.34-0.46m内外、長さ7.9mを測

り、その横断面は逆台形ないし、丸い皿状を呈している。

〔埋土〕 溝の埋土は褐色のシルト質軽埴土に暗褐色のシルト質軽埴土が斑状に混合した土の

単層よりなる。

〔遺物出土状況〕 埋土中には、遺物がほとんど含まれておらず、わずかこ磨滅した土師器片

3点が溝の西寄りと東側で埋土中に混入した形で発見されている。

〔遺物〕 発見された土師器片はいずれもB群ないしC群に含まれる器形の胴体部破片である。

(f) 遺構外出土の遺物

以上述べてきた各遺構以外にも検構検出作業に伴なって、表土層をいし平安時代の遺物包含

層の上面付近から、幾つかの遺物が採集された。その主なものを第61-63図と第 表に示した。

この中には、整理作業時の不注意により、出土遺構が不明になった遺物も含まれているが、一

応、遺構外採集として、時期及び器種別に補足説明を行ないたい。

平安時代の遺物 (第6l、63図、第24表、写真16-15-17、 18-10、 19-2・8、20-4・8、21-1)

(焼物類) 遺構検出作業時の出土遺物の大半は平安時代の土器類である。その大部分は細片

で図示し得る資料は少ないが、第61図に示したものを見ると、 A群I-2al,3bl類、 II-3類、
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Ⅳ一1b類、 C群II-2類、 A群Ⅳ-2類をどの器種が見られるoそのうち、 6に掲げたA群Ⅳ

一2類の杯は今回の調査では出土点数が少なく、本例1点のみである。これらの焼物類は時期

的には、近接する各住居跡から出土したものとそう大差のか時期の所産であると推定される。

∴リノ
0 5 10cm

第61図 各グ)ッド内遺物検出作業時出土遺物実測図(l)

(土製品) 土器類と同時期に入ると思われる土製品は、 63図、 14の土鈴と写真19-2のフイ

ゴ羽口破片が出土している。土鈴は下半部が欠損し、中の上玉が失われているが、全体的にや

や扁平を球形を呈し、上端には、つまみがつきそれに径3mⅢ大の紐通し孔がついている。

(鉄器類) 63図、 9-13は上記の遺物と同時期と思おれる鉄製品の破片である。 12、 13を除

いて、いずれも刀子状鉄製品の破片と思われる。しかし12、 13は何の破片かよくわから老い。

これらの遺物は、主としてFCO9住居跡周辺部から出土したものであるが、中には10のように

明らかにFCO9住居跡内から出土した疑いのあるものも含まれている。

(その他) その他、 FCO9住居跡の検出作業時に、 FCO9住居跡部分の埋土上面付近から、

第62図2に示した様な、胎土内部まで黒化し土師器類似の厚手皿型土器が発見されている。こ

の土器は手捏ねによって作られたと思われ、胎土は粗雑で、中には砂や植物繊維が含まれてい

る。その用途はよくわからないが、一種の灯明皿の様にも思われる。所属時期は、周辺部に近

世以降の遺物散布も見られ、特定することは難しいが、一応、平安時代と考えておきたい。
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4・小型つぼ 3.6.摺鉢

0 5 10c和

第62図 各グリッド内遺構検出時出土遺物実測図(2) (近世以降)

鴻ノ巣館遺跡

近世以降の遺物

(第62、63図、第24表、写

真21-1、 22-5-8)

(焼物類) 近世以降の

遺物が少量をがらF区を

中ノし、に出土しているので、

そのいくつかを第62図に

図で示した。図示したも

のはいずれも近世中期以

降の焼物である。そのう

ち、第62図1は高台及び

耳付きの陶製仏花器の破

片である。その器高は推

定約13c皿で、内外両面と

も、オリーブ黒の鉄柵が

施されているが、一部火

を受け、二次的に胴体の肩部には沈線が2条囲っている。 3-6はE J50ビット出土の遺物で

あるが、図巾の都合上、ここで説明を述べる。 3-6のうち、 6は暗赤褐色を呈した陶器の摺

鉢の破片である。 6の外面は鏡の様に粕がかかっている。 4は小型の陶器の壷の胴体部破片と

思われ、内外両面に黒色の粕がかかっている。 5は赤褐色を呈した大型のカメの胴体部破片で

ある。その内外両面には透明な灰粕が施され、内側には花状文をはさんで洗練が2条ずっめぐ

っている。

(土製品)第63図、 16は赤褐色を呈した、陶質の扁平を板状の小型神像である。その形容か

らすると、恵比寿を型取ったものと思われる。

(金属器)近世以降の金属製品と思われる遺物は第63、 4-8に図示した通りである。その

うち、 4は鉄製品でカスガイの破片鉄器と思おれる。 5、 6、 8は青胴製のキセルの破片であ

る。そのうち、 5は吹口、 6、 8は雁首である。 7は扁平円形の板状青銅製品で一銭銅貨を

使用した装飾具と思われるが、はっきりした事はよくわかられ、。

(石器)第63、 1-3は近世以降の粘板岩製の瓦かし硯の破片でいずれも全形がわから

老いほど砕かれている。
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「

1-3 石片 4-10金属器

15.16土製品

5cm

第63図 各グリッド内遺構検出時出土遺物実測図(3)

第24表 音ゲノット内遺構検出時出土遺物一覧表

焼 物

実測図 写盲 蛾によ 器種名 
出 土 

口径 底径 器高 
その他の 外壁 胎土の 残存部位 

番 号 番享 る分類 遺構層 法量侶 色調 状 況 

61-1 ー 
土師葦へ 須悪質」二詳 長胴カメ ACO6 ケリノド 

確26.8cⅢ Cm 糾7cm 休部径粒5.1cm 庚白- にぷし、榔 
砂混入 口緑部一体部 

2 
ー 

空想篤 長胴カメ A囲O6 ケリノド 
胞3.7 5.4 糾8 

休部径残糀1.7 体新王推9.0 

浅黄橙 砂混入 白線部 

3 16-15 土師器 内黒杯 E区 
1」.4 

5.4 6.9 

5.3 橙一灰 砂混入 口緑部一底部 

4 
- 土師器 内薫杯 D」O3 グi)ノド 

確1j.0 糾4 (こぶヾしヽ 賛橙 細砂混入 口線耕一休部 

5 16-17 土師器 輔疎 」BO6 グリノド 
碓=.5 殿3.8 

脚部高0.8 脚部後∴∴了.5 休部径残擢10.了 脚部経破8.6 脚部高上7 

lこぶしヽ 橋 
細砂混入 口緑部一脚部 

6 
ー 須恵器 珂 

」」O3 ケリノ卜 
碓13.5 6.8 4.2 灰 色 蟹藩尖 口緑部一底部 

7 
ー 

圭師篤 高台付杯 i」O3 グリノト 

残了.6 我3.5 くこぶしヽ 橙 璽窪尖 底部一脚部 
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竃測写 写真番号 桧戌によ る分類 
器種品 患構岸 口径 底径 器高 孟讐沼 夕煙色調 躾土冤 残存部位 

62-1 22-8 施彩陶器 仏花器 F区 
推

cm 7.1十2 

6.O伽 

戎1l.3伽 惟6.2 

高台径推6.如 

黒 色 

潅自軍 休部一脚部 

2 
- 

土師器? 灯明皿? F区 

維15.6 黄4,0 休部絶大16.8 下14.6 厚0.9 

秒と粘土 多琉混入 
口綾部一体部 

3 22-8 陶器 摺鉢 

E」50 ピット 〃 ク ケ 

橿暗赤縄 
ー 

底部 

4 
- 陶器 ′小型つぼ 

4.0 残7.6 

オI)-プ 黙灰色 
砂混入 休部 

5 

22-8 ケ 施彩陶器 ケ 

つぼ 暗赤禍 灰 粕 休部 

6 摺鉢 脚部厚l.2 極赤暗縄 砂混入 休部 

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 重 量 材 質 備 考 

63-1 ー 

硯か屋根瓦 ケ ケ 

EC53 グリッド 
3.8cm 2.8cm 0,5cm 8.19 黒色粘板岩 擦痕をし 

2 
ー 

巳(〕03 クつノット 

4.6 3.7 0.5 13.7 黒色粘板岩 擦痕1面 

3 
- 

F区 6.9 3.6 0.6 23 黒色粘板岩 擦痕をし 

品製土

実測図番号 写真番号 器種名 出土追給居 最大長 最大巾 最大厚 色 調 胎土の状況 黒 斑 

63-15 19-8こ上しう 土 鈴 E 区 

3..8cm 結艦軸 0.5-0.6cm 

洩辞儀- 部にぷい榎 石英希少 少量混入 有 り 

16 22-7 
土

偶 (小型神像) 

F 区 
赤禍一種昭 光‡掲一恵禍 

細砂少量混入 
やや黒ず、 んてこ・いる 

実測図番号 写真番号 器種名 出土遺構居 最大長 最大巾 最大厚 体輔弼両国 保存状況 備 考 

63-4 

21-1 ク 〃 ケ 〃 ク ケ タ グ ケ ク 

9 

F区 々 `′ ケ KA53 グi)ッド 

3.9cm 
C爪 0.5一一0.7 

0.8e鵬 長方形 

良 ノン ノノ ウ 不良 ケ ノン ノク 

破損品 

5 

煙管 / 

6.8 0.6-L15 0.6-1.1 
不盤を円形 (輪埴こ) 唐剖勅陰刻妨り 

6 5.4 0.7-1.2 0.1 

音′ 9 ケ 刀子の一部 

ノン 浦い長方 形の板状 

銭貨を使用した装飾品? 7 1.4 1.9 0.15 

8 2.95 0.7へ1.0 l.0 不整円形 

9 F 区 2.6-3.1 1.7-2.0 0.1-0.25 細長い環状 

10 刀 子 出土地不明 11.5 1.0-0.2 0.4内外 長方形 

11 

9 /′ ノブ ケ 

F区 々 ケ 」。50 クリ・ノド 

8.9 0.5-1.3 0.l-0.4 不整三角形 

12 3.7 約0.8 約0.7 半円形 

13 3.0 0.5-0.7 0.65 不整円形 

14 7.1 0.3-1.3 0.1-0.2 細長い樹夫 
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注記

(35) 「克」読みはコウ、字義として、角川書店発行の簡野道明編「字源」では、①のど、くび②つよい

っよくする ③さからう ④たかぶる、あがる、のぼりすぎる ⑤あみぼし(二十八宿の一) ⑥ふせぐ ⑦

あたる ⑧あやまる ⑨きれまる ⑲棟(むね) ⑪高い をどを掲げている。

(36)岩手県教育委員会1980 「東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書」Ⅳ

(37)岩手県埋蔵文化財センター1979 「主要地方道一関、北上線関連遺跡発掘調査報告書」

(38) 時期については見好靖氏の教示によった。

Ⅳ.ま と め

今回の調査で知られた事実は前章で述べた通りであるが、次にそれらの事実をもとに2-3

のまとめを行をってみたい。

1.住居跡について

〔1〕 形態

〔形状、規模〕 発見された10の住居跡のうち、形状の知られるものはすべて平面隅丸万形状

の竪穴式住居跡であるが、いずれも重複せず、独立している。竪穴の方形の向きは住居跡毎に

一定せず、東西南北の正方位に対して各々50-450未満の不規則を角度で振れている。

各住居跡の広さも一定せず、 A FO3住居跡で最大約40.96n工F I 50住居跡で最小約15.37rf

を測るが、概して20-25証の範囲内に入る小型住居跡が多い。

床には多くの場合、柱穴状ピソトを伴なうが、 J量50住居跡の様に全く検出され老い例もあ

る。さらに柱穴状ビットが検出された住居跡でも、上屋に開通した柱穴数や柱配置は一般に不

明瞭で、 AFO3住居跡の様に4-8を基本とする整然とした配置形を示す例はむしろ珍らしい。
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〔付属遺構〕 (周溝、入口施設)竪穴の側壁部には、土留め工作がなされ、入口施設が設

けられたものと推定される。しかし、調査時の観察では、その様を施設の存在を示す同港や杭

穴などは確認できをかった。従って、住居跡自体の向きや壁部の構造は各住居跡とも、今のと

ころ不明である。

(かまど)以上の施設以外に、住居跡に伴をう主要を施設としてかまどがある。かまどは、

普遍性が高く、完掘されたすべての住居跡で発見されているが、いずれも、竪穴の側壁に接し

て築かれており、 JGO3住居跡やJ I 50住居跡以外の住居跡ではすべて長さ1.5m未満の煙道

を伴をっている。煙道は住居跡の壁にほぼ直交する形で水平をいしやや上り勾配気味に延び

ている。その長さは、 FCO9住居跡の南壁束かまどの様0.5m未満の極端に短い例もあるが、

大抵は1・0-1.5mの規模を持つ。煙道部の先端には、 AFO3住居跡の東かまどの様に円筒形

ないし摺鉢状のビットが設けられる例もあるが、同じ住居跡の南かまどの様に設けられをい例

もある。 JGO3住居跡やJ I50住居跡の場合はかまど付近の地盤が削平されているため、煙道

の有無は不明であるが、存在していた可能性が大きい。

かまどの保存状態は一般に不良で原形を止めている例はほとんど無いが、観察の結果次の

様を事が知られた。まず、かまどの聖体であるが、これは主として、周辺の地山層から得られ

た、褐色系のシルトをいしシルト質の軽埴土が用いられている。壁体の中には、 FGO6住居跡

やJGO3住居跡の場合、壊れた小型のカメないし長胴のカメが補強材として埋め込まれている。

壁にかこまれた火床部には良く焼けた橙色の焼土が溜まっているが、 JGO3住居跡などでは浅

いピットが見られる。火床部の中央には支脚が設けられたものと推測されるが、その具体的状

況は多くの場合、はっきりし老い。ただ、 JGO3住居跡やJI50住居跡では倒立した小型カメ

や杯類を支脚に用いた例が発見されている。

以上の様なかまど本体は住居跡の大抵南壁際か束壁際の、どちらかの隅に寄った位置に築か

れている。しかし、 IHO6住居跡だけが例外的に北壁際中央部にかまどが築かれている。築か

れたかまどの数は1住居跡当り普通1基であるが、 AFO3住居跡やFCO9住居跡の様に2基見

られる例もある。ただし2例とも、 2基のかまどが同時期に併用されたものではをく、一方が

廃された後一方が新たに築かれ、使用された例である。なお、かまどの改築はAFO3住居跡で

は東壁かまど→南壁かまど、 FCO9住居跡では南壁東寄りかまど→同中央部かまどの順で行を

われている。

(貯蔵穴、灰捨て穴) かまどの脇ないし焚口部周辺からは必ずといっていいほど、貯蔵穴を

いし尿捨て穴と思しき平面円形ないし楕円形のど、ノト1をいし2-3が発見されている。その

規模は住居跡によって一定しをいが、直径0.5-1.Omの範囲内に収まる例が多い。同種のピ

ットは必ずしも、かまど近くに設けられるとは限らをい様で、 FAO6住居跡ではかまどからか
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なり離れた東北隅の位置に前記ピットのうちの1つが設けられている。

(他のピット) かまどに付属するピ、ソト以外にも、竪穴の内部や周辺部には各種の形状と規

模を有する。性格不明のど、ソトが掘られている。ピ、ソトの数は住居跡によって一定しか)が、

普通2-3であり、 IHO6住居跡の様に10以上のピットを有する例はやや異例である。

(炉) その他にAFO3住居跡、 FAO6住居跡、 IHO6住居跡では床面が橙色に焼けた焼土遺

構が発見されており、地床炉と推定されている。ただ、 AFO3住居跡の場合には、焼土遺構と

その周辺部から、土製のフイゴ羽口、鉄器、多量の鉱澤などが発見されており、この事から、

むしろ北上市相去遺跡群や西野遺跡で見られる様かト型の鍛治炉様の施設跡と推定される。

〔2〕 埋土状況

住居跡を埋める埋土は各種あるが、大部分は、周辺の地山層と同質同色の褐色一暗褐色のシ

ルト、砂、シルト質軽埼土層などで占められている。これらの埋土は多くの場合、遺構自体が

浅い上に、土自体の肉眼的な識別が難しく土層構成の把握が困難である。しかし、概観した限

りでは、発見された住居跡はいずれも自然堆積に近い状態の埋土層で埋められている。ただ、

F I 50住居跡やIHO6住居跡では、一部に例外的に貼床が見られ、 FCO9住居跡では土層堆積

状況にやや疑問を点が見られる。しかし、住居跡全体が一気に埋め込まれた形跡は、どの住居

跡でも認められをかった。

従って発見された住居跡に関する限り、落合I遺跡のBJO9住居跡などに見られる様に貼床

して二期に渡って使用している例は無いといえよう。

〔3〕 遺物出土状況

住居跡内の出土遺物は既にIII章1でも述べた様にほとんど大部分が古代の焼物類の破片で占

められ、それに若干の鉄器、土製品、鉱澤などが伴なう。これらの遺物は浅い住居跡の場合、

埋土の各層から分散した形で出土するが、遺物の平面的を分布を見るとAFO3住居跡の様に住

居跡全域に広く均等に分散するタイプと、 JGO3住居跡の様に、かまど部周辺や付属するピッ

ト類に多く集中するタイプの2者が見られるが、全体的には後者の類例が多い。 2者の例に見

られるこの様を遺物出土パターンの違いは、住居跡廃絶後の再利用のあり方に起因するものと

推毒される。

やや深い竪穴を有するFCO9住居跡の場合には、住居跡の付属するピット及び埋土下層下部

と埋土の中一上層部に多数の遺物が見られる。この事はFCO9住居跡が廃絶後にある一定時間

を経て、埋没しかけた時に、焼物類を主とする廃棄施設として再利用された事実を示唆してい

るといえよう。

〔4〕 出土遺物の特徴

各住居跡内の遺物相互の共伴関係は遺物出土状況に関する資料の乏しい住居跡もあるので、
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やや正確を期し難いが、一応各住居跡出土の主を遺物を分類別に列記すると次の通りである。

(◎印……特に多い、 ○印……多い)
◎ ◎

AFO3住居跡 A群I-2a、 2b、 II-1a、 IV-2a、 B群II-1、 2、 C群I-1c、 1d、 II-

2al、 2a。、 D群I-1、 F群III-1b、 2b、 2c、 G群I-1、

(刀子、鉄、釘、その他の鉄器類、砥石、土錘、土製フイゴ羽口、その他土

製品、鉱津)

E153住居跡 A群I-1,2a、 II、 Ⅳ、 B群、 C群、 F群、 J群
○ ○

FAO6住居跡 A群I-1a、 2a、 3a、 II-2、 B群II-2a、 III-1, C群II、 F群III-1b、

(鋤先金具、刀子、釘、土錘、鉱津)
O

FCO9住居跡 A群I-1a、2al、3b.、3b2、 II-1, III-2、 Ⅳ-2、 B群I-1、 II-

1a、 2a、 III-1, C群I-1e、 1f、 II-1a、 2a2、 F群I-1, II-1、III-

2c、 E群II-1、 I群I-1、 J群I-1

(刀子、性格不明の金具、針状鉄製品、土錘、鉱辞)

FGO6住居跡 A群I-1, 2al、 2a2、 2b、 B群IⅡ-1a、 C群I-lc、 II-2al、 2a3、F群

III-2c、

(土錘)

F150住居跡‡群I-1a、 2a、 3a、 II-1a、 2a、 III-1a、 Ⅳ-1a、 2a、 B群II-1a、 C群

I-1a、 1e、 II-2al、 2b

(針状鉄製品、土鍾)
◎ ◎ ◎ ○ ○

1HO6住居跡 A群I-2a、 3a.、3a2、 4、 II-4、 H-3al、 3a2、 3a‘3、 C群I-1e、 II

-2e、 D群I-2、 F群III-1a、 G群、 H群I-1

(紡緯車、管状鉄製品、刀子、鉱津、骨片、炭化種子)
O

JGO3住居跡 A群I-1a、 Ⅳ群II、 C群II-1a、 II-2al、 2a2

(釘、フイゴ羽口、鉱津)

JI50住居跡 A群I-2a、 III-l、 Ⅳ-2、 B群II-1, III、 F群II-4

(刀子、砥石)

J153住居跡 A群I葛la、 B群、 C群、 F群

(砥石)

以上の結果を見ても明らかを様に出土した遺物は大部分が焼物類である。その中には、出土

点数も少なく、普遍性の乏しい器種も見られるが、 A群I、 II類、 B群II、 III類、 C群I、 II

類、 F群III類などに属する幾つかの器種はかなり普遍的で、ほとんどの住居跡で見られるoた

だそのうちでも、たとえばFCO9住居跡ではA群I-2a類の内黒杯が特に多く、 IHO6住居跡
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ではA群I -3al類の内黒埼やII-4類の小型杯が多いという様な住居跡毎の器種組成の違いは

若干認められる。

焼物類と共伴する形で、大部分の住居跡からは、刀子、鍼、鋤先金具をどの各種の鉄器類が

出土している。その出土点数は住居跡によって寡多があるものの、ほぼ普遍的に見出される。

以上の鉄器類に伴をって、 AFO3住居跡やJGO3住居跡からは鉱津フイゴ羽口の破片が出土

している。鉱津は上記の住居跡以外にも、 FAO6住居跡、 FCO9住居跡、 IHO6住居跡をどか

らも出土している。その他、鉄器類を研磨したと思われる砥石が、 JGO3住居跡をどから合計

4点ほど出土している。土製品としては特記すべきものとして土錘が、 AFO3住居跡以下5住

居跡から出土しており、網漁の存在が知られる。

〔5〕 住居跡の時期

次に、出土した遺物をもとに、各住居跡の所属時期について考えてみたい。一般に住居跡の

所属時期を決める場合には、住居跡自体の形態の変化から時期的を位置を求める場合もあるが

多くは伴出遺物をもとにして時期決定する。その際、遺物の平面位置、層位あるいは遺物相互

の組成比等の検討を予め経ておく事が必要である。しかし、今回の調査ではその方面の資料的

を準備が充分にできをかった。従って、上記の項目に関してこれ以上の検討を加える事はでき

をい。ただ、全体を通じて見た場合FCO9住居跡以外の住居跡ではいずれも床面が浅く発見さ

れた遺物も大部分が床面に近接した位置から出土している。以上の事実から、流れ込みや投棄

によって、新旧の遺物が多少混入するにしても、大部分の遺物が、住居跡それ以前時期にか在

り近接した時間内の所産である事が予想された。 FCO9住居跡の場合は埋土の状況から、住居

跡の営まれた時期の遺物と埋土中の遺物の間にやや時間的な隔りがある様に思われた。しかし

杯などの遺物の観察結果からすると、両者の間にはほとんど形態、技法上の違いが見られず、

ほぼ同一様式の存続期間内に収まる資料と推定された。

かかる事情を考慮しをがら、各住居跡出土の遺物の所属時期について考えて見てゆくと次の

様を事がいえる。まず、杯類であるが、各住居跡出土の杯はいずれもロクロ成形技法によった

ものである。しかも、大部分の杯は底部に回転糸切り痕を有するか、一担糸切りしたものにヘ

ラ削り調整を加えたタイプのものである。それ以外のものとしてはわずかにJGO3住居跡、 F

I 50住居跡出土の須恵器の杯の中に底部に回転へラ切り痕を有する個体が1 - 2見られるだけ

である。以上の杯類は、かつて東北南部で、表杉ノ入式、東北北部で後期土師器、重I期土師器

などの各称で様式化された土師器類の一部ををすか、あるいはそれらに共存する杯類と思われ

る。その所属時期としては従来広く平安時代という年代が与えられているが、近年、調査資料

の増加とともに、各地の研究者によってさらに資料の再検討と細分化が試みられている。同種

の試みは、鴻ノ巣館遺跡のある北上川中流域の古代の焼物類についても毒され、既に何人かの
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(41)

研究者の手でその成果が公表されている。

それによると、岩手県内で搬入品は別として、ロクロ成形された杯類が生産され普及するよ

うにをるのは、須恵器生産の開始普及と胆沢城が置かれた9世紀初頭以降の時期であると兄を

されている。その以前琢類はほとんど土師器で占められ、粘土紐の巻き上げをいし輪積み技法に

よって作られ、器面に磨き調整されている事が多い。この段階では全器種に占める須恵器の割

合は極端に少なく、しかもほとんど全部搬入品で占められている。

岩手県地方に於けるロクロ成形技術の導入はまず須恵器の杯で始まり、後に土師器の杯に応

用されるという経過をたどる。技術伝播の初期の段階では成形後の切り離しがへラで行をわれ

るために杯の底部に渦巻状の回転へラ切り痕を有し、しばしば底部一周辺部にヘラ削り調整が

伴なっている。かかる杯類と共存する形で回転糸切り痕を有し、しばしばへラ削り調整を伴を

う杯類も見られる。以上の杯類のうち技法発生の順序からいうと前者の技法の方が早く現われ

る。そして、後者の技法が出現した後一時両者が併用される時期もある様である。をお面技法

の杯類には数的には少ないが、いずれも高台付杯が共伴している。

いずれ前者の技法はかをり早くすたれてしまい、以後もっぱら後者の技法のみが行をわれる

様にをる。特に、須恵器の杯類ではヘラ削り調整も早い時期にすたれてしまい、底部無調整の

回転糸切り底の杯のみが見られる様になる。以上の経過の中で全林類の中で須恵器の杯それ自

体占める割合も、 9-10世紀代にか在り大巾に普及するなどの様相を見せながらも漸次低落し

てゆく。それに比べて、内黒処理された土師器の杯類では、底部一周辺部のヘラ削り調整技法

がかなり遅くまで残り、一時期住居跡内から出土する杯類の大半がヘラ削りされた内黒の杯類

で占められる様にさえなる。しかし、やがて須恵器の杯と同様へラ削り調整されをく在り、内

黒の杯類自体が全杯類の中で占める割合も、須恵器の杯類と同様急速に低下してゆき、 11世紀

段階にはほとんど痕跡程度しか見られなくをってゆく。

以上の杯類に比べて、焼成技法上、両者の中間に位置すると思われる酸化炎焼成のやや軟質一

硬質の杯類のたどる経過は前二者とは著しく対照的である。この種の杯類は鴻ノ巣館遺跡の

分類では一応、 A群II、 III類に分類されている杯類であるが、焼成技法上の位置づけとか技術

伝播の系譜の上で、か怠り問題のある一群である。底部の切り離し技法は概して回軽糸切り無

調整のものが多いけれども、高台の付いた例も知られる。その他、まれには、底部周辺にヘラ

削り調整の施されたものがある。ともかくこの種の杯類は、前二者の衰退に伴をって除々に拡

大し、 11世紀代には杯類の大部分がこの種の杯で占められる様に在る。

以上、杯類に限ユて技法的な流れを大まかこたどって来たが、杯類と他の器種との関係はど

うであろうか。ロクロ技術が導入される以前に在地生産された焼物類は、杯類の場合と同様大

部分力準占上組の輪積みをいし、巻き上げ技法によって成形されたものと思われる。成形後の器
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面調整技法としては、土師器の琢類では磨き調整が多用され、カメ類では刷毛目削り、へラ削

り、磨き、ナデなど、各種の技法が混用される。ログロが導入されると、当初小型の杯類の成

形に利用されていたロクロ技法が、やがて小型の鉢、カメ類や長胴カメ類、小型の壷類にまで

応用される様になる。勿論大振りの器種では、器体を直接成形する事は技術的に困難であった

と見えて、かをり長い期間利用範囲が整形後の譜面、特に器体の上学部内外面の仕上げ調整の

みに限られている。

また、かかる一連の技法は除々に普及していったものと考えられ、長胴カメ類や小型カメ類

では、ロクロ技術が完全に定着するまでのしばらくの間新旧両技法の併用関係が認められる。

共伴する杯類の技法上、その時期は回転へラ切り盛行期から回転糸切り十へラ削りの盛行期に

かすての期間内に中心を置くものと見られる。勿論、以上の様な技術的を推移の経過は各遺跡

の置かれている地理的、社会的諸条件によって必ずしも一様ではなく、場所によってはかなり

遅くまで旧技法が併用される様である。

いずれ北上川中流域ではこの過渡期段階、特にその初期に特有を現象として、ロクロ調整され

た長胴カメ類の夕湖u上半部に、須恵器の壷類で見られるのと同様の平行線上の叩き目が施され

るという事実が知られている。今のところ、すべてのロクロ調整カメ類に叩き目を伴をうかど

うかねからないが、かをり一般的に行なわれており、次の段階ではほとんど確実に見られをく

をる。

以上の変遷をたどる中で、須恵器の大型壷類にはほとんど在地生産開始の前後を通じて、成

形技法上の差異がほとんど認められ老い。ただ、器面に施される叩き目や当て痕には幾つかの

変化が認められる。これが時間的を経過の中にどう位置付けられるかという事は今のところよ

くわかっていない。

さて、以上の技法的を変遷の経過の中で、鴻ノ菜館遺跡の各住居跡は一体どの段階に位置付

けられるであろうか。先にも述べた様に各住居跡出土の各焼物類については共伴関係について

充分都貧村を経ていをいので、やや正確さを欠くが、一応図示した各器種を住居跡に伴をう共

伴遺物と見なした場合、およそ次の事がいえる。つまり、発見された住居跡はいずれも各器種

の組み合わせ上、明らかにロクロ技術伝播後の過渡期的様相を示している。細かく見ると住居

跡毎に器種組成上の若干の違いは認められ、ある程度の時間差を考慮し‡自すれば女らをいが、

大まかに見て、沼山(1978)、伊藤(1976)、高橋(1977)、佐久間(1978)各氏の所説の如く

ほぼ9世紀末-10世紀代の年代が与えられよう。

前記期間内に於ける各住居跡の時間的前後関係については、今のところあまりよくわから老

い。ただIHO6住居跡で、他の住居跡と異なるかまど配置が見られたり、 A群I-2類に相当

する底部へラ削りの内黒が少なく、かおりにII-3a類の高台付内黒埼やIII-4類の小型杯が多
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い事などから、がをり所期の様相が伺われ、場合によっては11世紀代に降りる事も予想される。

また、 JG30住居跡では、かまどの壁に叩き目のある長胴カメが転用されていたり、底部へラ

切り十へラ削りの杯が見られたりする事により、やや古い様相が伺われる。いずれ、住居跡相

互の時期的を関係については、今回の調査だけでは明らかにし得ない面があり、今後の成果に

期待せざるを得ない。

2.ピット類

今回の調査ではEJ50ピットをはじめ、幾つかのピットが発見されている。 EJ50ピットは

大型のビットであるが、その伴出遺物のうち、最新期のものは近世中期以降の陶器類をので、

時期的にはそれ以降の所産と考えられるが、用途や機能については良くおからをい。

BJO6、 EBO3、 EC53、 ED50の各ピットは、焼土や炭化物のつまった浅い楕円形をいし

円形の皿状ピットであるが、その性格としては、野外に設けられた掘り込み炉ないしは土器焼

成窯といったものが推定される。時期としては、やや確実性を欠くが、 EBO3ピットの遺物出

土状況などから類推して、大体住居跡等と同時期に位置付けられよう。埋土からははっきりし

をかったが、 CAO3ピットも同種の遺構であろうか。

FCO6、 I JO3、 (1)、 (2)、の各ピットはいずれも円形の皿ないし、ビーカー形のピット

であるが、その性格については、いずれも良くわからをい。ただ=O3ピット(2)の場合I

JO3港との関連から、一種の水溜め穴様の施設の可能性も考えられる。時期的にはFCO6ピソ

トがFCO9住居跡より古く、確実に平安時代と考えられるものの、他の2ピットについてはよ

くわからない。

JAO6ピットはJAO6溝と重複する楕円形の皿形ピットであるが、その性格も時期も全くわ

からない。ただ埋土の状況から見ると、か在り時代が下りそうである。埋土状況や遺物から時

期的には住居跡とほぼ同時期と考えられる。

JHO6tiソトはJGO3住居跡の西に隣接する浅い皿状ピットであるが、住居跡の付属遺構で

あろうか。

J I50ピットは柱穴状ピットであるが、性格も時期も今のところよくおからない。

3.溝 類

器類は調査区域内で合計6条ほど発見されているが、いずれも調査範囲がせまいため全貌を

ー149喜



鴻ノ巣館遺跡

明らがこする事ができをかった。したがって、ほとんどの溝は時期も性格もよくおからをい。

そのうち、 BJO6溝は、中に礫が多数埋った溝であるが、礫の問には古代の焼物破片が若干

渡っている。この溝はBJO6、 CAO3の両ピットを切っているが、性格としては一種の排水溝

ないしは、埋上層中の礫の存在から暗渠施設の可能性が考えられる。同種の溝は、同じ江刺市

内の落合I、宮地、鶴羽衣台、水沢市石田をどの各遺跡でも発見されており、その時期と機能

の解明が待たれる。

F量O3溝は浅い溝であるが、やはり排水溝であろうか、埋土層が表土層とほぼ同質であり、

比較的所期の遺構といえる。

IHO6溝はIHO6住居跡を切っているが、埋土は住居跡の埋土と似ており、比較的、時期の

古い溝であることを示唆している。しかしその性格は今回の調査では明らかにできなかった。

JAO6溝、 JAO3港はIJO3ピット(2)を挟んで東西に位置する溝であるが、埋土から見

るとJAO6溝の方が逼るかこ新しい様相を呈している。 JAO3溝は排水溝と考えられる溝であ

るが、埋土は=O3ピット(2)の上層部埋土とほぼ同色である。この事から両遺構が何らか

の関連を持って共存していた可能性も考えられる。

しAO3溝は排水溝と考えられるが、時期はよくねからない。ただ埋土から見ると、ごく最近

のものではをいかと考えられる。

4.ま と め

(1) 今回の調査は東北新幹線の予定地内という限られた範囲を対象に行在ったため、遺跡

の全貌は明らかにできなかった。しかし調査の結果、 (2)以下に示す事柄が知られた。

(2) 調査の結果鴻ノ菜館遺跡が沖積平野の微高地上に営まれた平安時代の集落跡を中心と

する遺跡である事がれかった。平安時代の集落跡の存続期間は発見された各住居跡内の出土遺

物の年代から、 9世紀後半-10世紀末くらいの時期と推定された。

(3) 同じく調査の結果、当集落跡では鉄、刀子、鋤先金具などの各種鉄器類が広く普及し

ている事がれかった。鉄器類の大部分は集落内で生産されたと思おれ、それに開通したフイゴ

羽口や鉱津の遺物と焼土遺構が、 AFO3住居跡をど多くの住居跡で検出されている。鉄器ばか

りでなく土器類の自家生産が行なおれていた事も、 BJO6ピットをどの焼土ピットの存在によ

って推測される。また、当集落が農業集落である事は立地形や鋤先金具の存在によってある程

度知られるが、多数の土錘の存在はこの集落に住む人々の生活の中で網を使った漁業も、かな

り重要な位置を占めていた事を示唆している。さらに、鎖の存在は数の上から一概にいえをい
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にしても、弓を使った狩猟の存在を予測させる。あるいはもっと大把を推理が許されるならば

当集落跡が胆沢城等との地理的、時間的な関連から、単をる自然発生的を農業集落では牽くて、

むしろ、武装植民集落であった可能性を示唆する資料ともいえよう。

(4)鴻ノ単館遺跡以外にも、周辺の微高地上には落合工、 Ⅱ、皿、兎、力石、朴ノ木

宮地、中屋敷などの時期的に近接する集落跡が多数知られている。これらの各集落と当遺跡と

の性格的を関連性について知る事は、(2)、 (3)で述べた当集落のありかたとも開通して、当

地方の9-10世紀代の社会状況を知る上で非常に重要を問題である。しかし今回の調査では、

この点について充分究明する事はできをかった。当地方に於ける古代史解明の重要課題として

今後の研究の発展に大いに期待したい。

(5)なお、発見された住居跡は大部分がシルト質軽埴土などの河川氾濫起源の満水地性堆

積物で被われている。この事は、鴻ノ巣館の微高地上に古代の集落が営まれていた期間中、付

近一帯が洪水のためしばしば冠水する機会のあった事を示唆するものと思われる。

(6) BJO6ビットをどの焼土ビット以外の溝類やビット類は大部分、時期と性格が不明で

ある。しかし、その一部は埋土や出土遺物の関係から、 BJO6ピットをどの様に平安時代の集

落跡に関連した遺構と思われるものもある。それらのうち、 BJO6溝は礫をどの埋没状況から

暗渠排水施設としての機能が憶測される。

(7)明らがこ近世以降に属する遺構としてEJ50tiノトやMD50、 ME50グリッド内のピ

ット群が発見されたが、その性格はいずれも不明である。

(8) 「江刺郡志」所収の「鴻の巣」伝説に開通した中世か、し近世初頭の館跡遺構は調査

区の範囲内では全く確認されをかった。また、採集された遺物も平安時代に属するもの以外、

すべて近世中期以降の遺物であった。したがって、現在のところ、 「鴻ノ巣」伝説を実証する

資料は皆無であり、伝説の正否の確認は今後の問題として持ち越された。
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注記

(39) 北上市教育委員会、他

北上市教育委員会、他

(40) 岩手県教育委員会

(41) 氏家和典

(42) 草間俊一

(43) 桜井清彦

(44) 工藤、藤原

岡田、桑原

桑原滋郎

小笠原好彦

(45) 沼山源富治

沼山源善治

伊藤博幸

高橋信雄

佐久間豊

八重樫、他

1973 「相去遺跡現地説明会資料」

1974 「高前田遺跡現地説明会資料」

1979 「東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書」Ⅱ

1953 東北土師器の型式分類とその編年 「歴史」第14輯

1958 先史期 「盛岡市史」第一分冊のl 盛岡市

1958 東北地方北部の土師器と竪穴に関する諸問題 「館址」

東大出版会

1972 東北地方における古代土師器生産の展開 「考古学雑誌」第57巻3号

1974 多賀城周辺における古代球形土器の変遷 「研究紀要」 I 多賀城跡

調査研究所

1976 須恵系土器について 「東北考古学の諸問題」 東北考古学会

1976 東北地方における平安時代の土器について二、三の問題 東北考古学会

1968 北上市出土土師話者一北上川中流域を中心として-

「北上市史」第一巻 北上市史刊行会

1978 「東北北部の歴史時代の土器」 東日本に於ける歴史時代土器シンポ

ジウム発表資料

1976 岩手県の古代土器生産について 「-須恵器とロクロ土師器の素描-」

岩手史学研究会

1977 岩手県のロクロ使用土器について 「考古風土記」第2号

1978 奈良、平安期土器の型式学的分析 「考古学研究」

1979 下羽場遺跡「東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書」II岩手県

教育委員会

参考文献

盛岡市教育委員会1978-1979 太田方八丁追跡各年度調査概報

宮城県教育委員会 1974 「東北新幹線関係追跡調査報告書」 I

水沢市教育委員会1975-1979 胆沢城跡各年度調査概報

岩手県教育委員会 1974 「鴻ノ巣館過跡現地説明会資料」

同 上 1979 「東北新幹線関係埋蔵文化財報告書」 I ⅡⅢ
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高 畑 跡

遺 跡 詰 号:丁B

所 在 地:稗貫郡石鳥谷町字五大堂第16地割62- 1他

調 査 期 間:昭和49年10月25目-12月20日

調査対象面積: 2,720請う

平面測畳基準点:東京起点462,44什m (GA50)

基 準 高:海抜43.70m





I.遺跡の位置と環境

1.立地と現状

高畑遺跡

高畑遺跡は石鳥谷町字五大堂地内に所在し、石鳥谷町の中心部より直線にして高々東約8血

花巻市の中心街よりは北東約6.5血程に位置しており、国鉄釜石線矢沢駅の北約2.5血の地点、

県道矢沢二枚棒線の西に隣接する。

石鳥谷町は岩手県の中央部、稗貫郡の西部にあたり、東西約49.5血、南北約17.5血と東西に

長い区画を有し、 118.22亜種の面積をもっている。

地形的には、東部の北上山地と西部の奥羽山脈とにはさまれた北上平野のほぼ中央部に位置

し、北上川とその支流による沖積面とほぼ平坦に広く分布する段丘面とからなる。町の中央部

を国鉄東北本線および国道4号線が貫通し、やや東寄りを北上川が商流する。

東北新幹線は北上川の東岸、北上山系丘陵地帯の西側を南北に縦断する。新幹線に関係する

遺跡は町内においては4遺跡調査されており、北より幅遺跡、大曲遺跡、大明神遺跡、それに

高畑遺跡となっている。これらの遺跡はすべて北上川に注ぐ支流の河川によって形成された段

北上川の左岸もま、北上山地に源流をもつ教本の河川が、山地、丘陵地からの出口付近にや

や顕著な段丘を形成しており、特に稗貫川、添市川の両岸にその発達をみる。こうした比較的

大きな河川の出口付近に発達する段丘は、そのほとんどが平坦を低位の段丘面であり、小規模

ながら比較的広範囲に分布する。そのほか支流沿いにも、小面積の低位段丘が点在する。中位

段丘はそのまま河岸段丘面として断片的に分布し、山側は麓屑面をどの緩傾斜地となっている

場合がある。

これに対して北上川の右岸では、急峻で起伏の大きな奥羽山脈より流入する河川は、その勾

配が急であり、段丘は扇状地性の台地として発達している。少なくとも新旧の異なる3段以上

に分類され、特に中位、低位の段丘が広面積を占めて保存される。

以上のように北上川の左岸の段丘は小規模な河岸段丘面として残され、一般にその発達は不

良であり、北上川の右岸に広く発達する段丘との対称性はあまり認められない。石鳥谷町内の

新幹線に開通する遺跡のうち、幅、大曲、大明神の3遺跡は稗貫川によって形成された段丘上

に乗り、高畑遺跡は添市川によって形成された段丘上に立地する。いずれも低位の段丘に比定

される。
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高畑遺跡

1.幅遺跡 2.大曲遺跡 3.大明神遺跡 4.高畑遺跡

圏山地および丘陵鵬斜面 Ⅲ丘陵地

中位段丘

□河岸低地

第1図 石鳥谷地区地形分類概念図
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高畑遺跡

A.巾遺跡 B.大曲遺跡 C.大明神遺跡 D.高畑遺跡

E.八幡遺跡(A. B.C. Eの各遺跡は第Ⅲ分冊収録)

第2図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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高畑遺跡

添市川は大迫町の上小山田に源をもち、鷹巣山丘陵を開折して西流し、高畑遺跡の南西0.2

鳳付近で北上川に合流する。延長約11.4血で、合流点付近では花巻市との境界をなしている。

河川の出口付近では左右の両岸に段丘が発達し、遺跡の乗る右岸の段丘は比較的広面積を占め

る。

遺跡付近の現状は、宅地や畑地、水田等となっているが、そのうち水田が広い面積を占めて

いる。かつてはそのほとんどが畑地であったが、昭和34年度の団体営非補助農地造成事業にと

もなって水田化され、遺跡周辺も一部を除いてはかをりの削平を受けて旧地形が幾分変容して

いる。遺跡の地目は現在、果樹園と水田に在っており、標高は保存状態の良い果樹園で約83.4

m、削平の最も少ない北側水田面で83.Omを測り、南側水田面とは約1mの比高をもつ。西側

水田は約1 m程の落差をもって階段状に下がる。をお、遺跡の南約0. 1血程の地点を流れる添

市川との比高は12.0-12.5mを測る。

をお、第1図の地形分類概念図は岩手県企画開発室発行の北上山系開発地域土地分類基本調

査『花巻』を参照した。

2.周辺の遺跡

現在石鳥谷町内での周知の遺跡として登録されているのは、 36個所を数えるが最近の分布調

査の実施により、周知の遺跡に数倍する遺跡が発見されている。 。

北上川左岸に限って周知の遺跡をみていくと、縄文時代のものとしては、野沢川遺跡、七ツ

森遺跡、大川原館遺跡、宿遺跡、長沢遺跡、安堵屋敷遺跡など多くの遺跡があり、弥生時代の

遺物を出土する遺跡には、大明神遺跡がある。平安時代に属するものとしては島遺跡、手塚遺

跡、寺場遺跡、光勝寺遺跡などがある。また館跡が多く残っていることにも特色があり、八重

畑館、すみこ館、新堀館、赤口館、関口館、笹原館、大川原館、猪鼻館をどの中世以降の館跡

が知られている。

量的には縄文時代の遺跡が多くを占めており、平安時代のものはやや少ない。北上川左岸の

これ等の遺跡を占地、地形環境から、立地の関係を概観すると縄文時代の遺跡はほとんどが段

丘上に立地し、特に稗貫川沿いや、添市川と北上川の合流点周辺部および添市川沿いに集中す

る。平安時代の遺跡はややばらつきがみられ、段丘上に立地するものと河岸低地上の自然堤防

や微高地状の沖積台地をどに立地するものとに分かれる。

をお、行政区は異なるが高畑遺跡と添市川をはさむ花巻地区には、縄文時代の添市遺跡、平

安時代の古堂遺跡、下巾遺跡をどが知られ、新幹線関連遺跡として八幡遺跡が調査されている。
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高畑遺跡

第1表 周辺の遺跡地名表

番号 遺 跡 名 時 期 番号 遺 跡 名 時 期 

1 北向い古墳群 

中世 

18 ジャノメリ遺跡 平安 

2 侍中館遺跡 19 光勝寺鐘楼跡 平安(?) 

3 島 遺 跡 平安 20 すみこ館遺跡 中世 

4 野沢川遺跡 縄文(後、晩期) 21 光勝寺本堂跡 平安(?) 

5 戸 塚 遺 跡 平安 22 寺場古塚遺跡 平安 

6 七 ツ 森遺跡 縄文 23 長 沢 遺 跡 縄文(晩期) 

7 大川原館遺跡 

縄文(前、中期) 縄文 

24 安堵屋敷遺跡 

縄文(晩期) 縄文(中、後、晩期)、弥生 中世 

8 十日市古墳群 25 添 市 古 墳 

9 江 曽 遺 跡 26 添 市 遺 跡 

10 江曽一里塚 江戸 27 十 塚 

11 猪 鼻 遺 跡 

縄文 平安 

28 添市館遺跡 

12 佐波川古墳群 29 古 堂 遺 跡 平安 

13 万八丁遺跡 30 下 巾 遺 跡 奈良、平安 

14 上 ノ 山遺跡 縄文(前、中期)、平安 31 上似内遺跡 平安 

15 山 ノ 神遺跡 縄文(前期) 32 下似内遺跡 平安 

16 宿 遺 跡 縄文(申、晩期) 33 胡四王山遺跡 平安 

17 八重畑館遺跡 中世 

注1 ) 岩手県企画開発室(1976) 『花巻」北上山系開発地域土地分類基本調査

注2) 中川久夫ほか (1963) 「北上川中流沿岸の第四系および地形」 『地質学雑誌』第69巻812号

注3) 昭和52年1月31日現在で作成した「新道跡地名表」 (文化課保管)による。

注4) 昭和53年10月に石鳥谷町の左岸地区を対象に分布調査を実施した。その結果を第2図には過跡の位嵩

みを記載しており、第l表には遺跡名を表示していない。

注5) 岩手県教育委員会(昭54) 東北新幹線関係埋蔵文化財調査報告書II (岩手県文化財調査報告書第34

集)

注6) 注5)に同じ

ー169 葛



高畑遺跡

函
恒
苺
誌
蓄
電
患
霜
寒
低

回
の
駈

170



高畑遺跡

II.調査の方法と経過

1.調査の方法

本遺跡は昭和34年度に実施された農地造成事業の際、若干の遺物出土をみてから遺跡の予想

はされていたものの認知までには至っていをかったが、東北新幹線工事建設事業に伴って実施

した昭和47年の路線敷内の遺跡分布調査の際、正式に確認され登録されたものである。

調査はダ)ッド方式を基本にした。ゲ)ッドの設定にあたっては、旧地形の変容が比較的少

ない果樹園部分を中心に考慮し、新幹線の中心杭東京基点462.400血と462.460血の二点を結

ぶ直線とその延長を遺跡の中心軸に定め、 462.444血の地点を遺跡の基準点(B. P)とし、

この地点をGA50と名づけた。このGA50を基点として、 30m単位に北へAへFの5ブロック、

南にHブロックを設定し、一辺3mのグリッドを定めた。

調査はGブロックの果樹園とE、 Hブロックの水田部分は3×3m、 A-Fブロックは3×

6mの市松状に表土を除去し、遺物の有無の確認、遺構の探索に努めた。その結果Fブロック

南半分とGブロックは全面発掘と有った。

2.調査の経過

調査は路線数内2,720正を対象に昭和49年10月25日から12月20日まで行なった。 10月25日から

28日までは調査地内の雑物撤去とグ)ッド設定にかかわる測量を実施し、 29日より粗掘り作業

に着手した。

遺跡はG区の果樹園部分を除いては、農地達成時の開田に伴って削平されているので、遺物

分布の範囲確認も含めて、 F、 G、 Hの3ブロックの粗掘りを同時に着手した。その結果、遺

構、遺物共にF-Gブロックに集中している事が判明したので、調査はこの部分に集中した。

調査期間が降霜期に入っていたため、種々の困難が伴った。特に前半は11月初旬に降雪があ

る等天候不順に悩まされ、 12月に入ってからは度々の降雪で、除雪に大半を質した日もあった。

また、強風を防ぐための施設を設ける等して調査を進め、 12月20日調査を終了した。

をお、冬期間に図面、写真等の第一次整理点検を実施し、 49年4月21日-26日まで補足調査

を実施した。
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高畑遺跡

IⅡ.調査の結果

1.遺跡の基本層序

遺跡の基本的層序を把握するため、段丘上の路線敷内に深掘りを実施した。深掘りは過樺と

の重複を考慮しをがら、 FA53 (水田面)、GC56 (果樹園)それにHD53 (水田面) 7`)ッド

の3カ所に設定した。しかしHD53ゲ)ッドでは浸透水や壁面の崩壊等により、土層観察が困

難であった。従ってここではFA53とGC567')ッドの2カ所で土層観察をおこ在ったo結果

は第5図に示すとおりである。

第I。層:黒褐色(7.5YR%)土。耕作土で果樹園(リンゴ畑)に利用されている。木根多

く層厚は10-15cmを測る。施肥や抜根のための穴が随所にみられる。

第Ib層:黒色( 7.5YR%)土。粘土質シルト。黒ボクで構成され、層厚20-30cmを測るo

草根が多く混入し、炭化物、焼土粒を包含する。遺物出土層である。

第I。層:褐色(7.5YRタイ)土。粉状雲母含みの粘土質シルト。 5-10cmの層厚を測り、漸移

層である。

第IIa層:褐色(7.5YR%)土。粉状雲母を含むシルト質粘土。層厚5-10cmを測り、無道物

層。

第IIb層:明褐色(10YR%)土。シルト。 20-25cmの層厚を測る。

第I書Ia層:にぷい黄褐色(10YRタイ)の砂層。以下砂層で60-80cmの層厚を測る。

第IHb層: IIIaよりは若干細かい褐色(10YR%)の砂層で褐色(10YRタイ)の色調を呈する

砂層を帯状に挟在する。

第IIIc層: IIIaに褐色(10YR%)の色調を呈する粘土を帯状またはレンズ状に挟在する。

第Ⅳ層:褐色(10YR舞)土。枯土。

第Ⅴ層:にぷい黄褐色(10YR%へ新)土。砂質シルト。

第Ⅵ層:砂礫層。

遺物の出土層はIaとIb層に限られ、 Ib層からはかをりまとまって出土する。従ってIb層

が当時の生活面であり、遺構の掘り込み面もこの層であると考えられる。しかし明確をかたち

での検出はIc層またはIIa層の上画一をっている。現在果樹園として利用されている北側の水田面で

は昭和34年度の農地造成時にIb層まで削平されている。

をお、本調査区域内で国鉄の実施した土質ボーリング結果は第6図のとおりである。

注1)宮詣圭譲讃同工弼(昭48)東北新幹線東京起点皇露盤3諮問瑚調査
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第5図 土層断面図

(柱状図) (土質名) (色調) (備考)

l置○○皿“〃○○1〇〇〇〇〇〇〇t○○111暮 

二表土 砂質ローム 黒鶴亀 暗褐色 有機物多く湿る。秒は中砂が主で 雲母湿る。非常に賢い。 

中砂 灰翻色 石英粒湿る。 

` 

憂 

隷’ 

砂轢 灰禍色 

鎗径1しト50甑を主体とし所々100耽 ・.救‡ 慰謝灼 

● 技 

説 き ● ∴∴ヽ: 

竃 馨 

魯宮 

程度の玉石湿る。 印帥こなると錬分少なく在り、腺 混り納砂となる。 

黛韻 

l I 帖お 繊 一醐 勘 i I l I. I 醐 (l (l Il !l 匪酬 

粘土 脊灰色 
上部住関仙境で細秒50%仕含む。 
堅い。 

納砂 青灰色 全般に満作1二を含む。 

十 音砂質泥岩 緑灰色 

上部若干風化を受用桂化を呈す。 

コア一定閑人と名声)最大了0m程度. 

特別に堅い。 

凝原質砂岩 白灰色 
」瑠300m由原色。脆く靖で強く押 

十と容易くこつぶれる。特別に竪いつ 

泥岩 灰的色 

12c爪程度の棒状のコアーが得られ 

る。特別に竪い。 

注ボーリング地点 東京起点462,400k胴

乱日標高 82,735nl

第6図 土質ボーリング柱状図
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高畑遺跡

2.発見された遺構と遺物

〈報告に際して〉

本項では個々の遺構とそれらに伴う出土遺物とを合わせて記述し、遺構と出土遺物との関係

等をできるだけ関連づける様に努めた○遺構の記述に当っては細部名称や計測方法は大概従来

の方法を踏襲したが、炉跡はその構造に遺構毎のバラエティが見られ、画一的を名称は使用で

きか、ため、次の様に名称規定した。従来『土器埋設部』 『石組み部』等の名称で呼ばれてい

た個々の部分を住居跡の中心方向から壁方向(前庭部)へ向けてI部、 II部、 III部とする(第

7図の例参照)。 I部、 II部の別は構造や機能が変化したと思われる個所を部分化したもので

これらの部分の構造上の記述に当っては『土器埋設』 『土器埋設十石組み』等の名称を使用し

た。また住居跡の方向は炉跡の中軸線の方向を持って主軸方向とし、住居跡の計測もこれに従

って主軸長、幅を計測した。

遺構、遺物の図版作成に当ってはできる限り縮尺を統一し、次の通りとした。

遺構実測図…‥ふ

第7図 遺構模式図
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高畑遺跡

土器実測図……去

土器拓影図…… …

石器・土製品実測図……圭

剥片接合資料実測図…… 3

遺構断面図の基準高は特に記述のをい場合は43,700mに統一したが、炉跡の断面図については

多くは43,400mを使用した。

整理を進めていく中で、調査時に於ける問題点が指摘された。それは調査条件の劣悪さに制

限されたことも手伝って、調査上の不手際がいくつか認められたことである。報告書内ではカ

バーでき得る部分についてのみこれを行った。

〔1〕竪穴住居跡・炉跡

FE531住居跡 (第9図、写真図版2)

〔遺構の検出〕 遺構の分布区域の北端に発見された住居跡で、第II層上面で検出された。周

囲は開田工事により第H層上面まで削平されていて、住居跡の聖篭は残存し老い。炉跡と、周

溝の残存とによって住居跡を確認したものである。

〔平面形・規模〕 周溝の残存部から平面形を推定すると、軸長4.9mX5.1mのほぼ円形の平

面形を得ることができよう。

〔主軸方向〕 N-11。-W

〔埋土〕 床面までほぼ削平されていて、住居跡の埋土は残存し老い。

〔壁〕 残存しない。

〔周溝〕 途切れ途切れに検出された。床面からの深さは約10cmであるが底面は平坦ではをく

随所が深さ15cm程の落ち込みとをっている。周溝の一部は炉に接続している。

〔柱穴〕 住居跡より11個のど、ノトを検出した(ピットの深さ、埋土については第2表に提示)。

第2表 F E53住居跡ピット一覧表

ビリトル. (D ② (り ④ ⑤ (㊦ ⑦ ⑧ ⑨ ⑳ ⑪ 

深さ 42 49 50 40 60 43 58 34 39 40 

(層) 上層 下層 上層 中層 下層 上層 下層 上層 中層 下層 

土色 
隷謝色 黒㈱色 晴鵬色 熱的色 黙約色 晴的色 紫樹色 熱的色 灰鵬色 にぷい 

黒褐色 7.5YR 丁.5YR 了.5YR 了.5YR 了.5YR 丁.5YR 5YR 了.5YR 丁.5YR 費色 
3/2 3/2 3/3 3/2 3/1 3/3 2/1 3/2 5/4 

l.〕YR 5/4 

土性 シルト シルト 
秒質土 渡りの シルト 

シルト シルト 
シルト 混りの 秒算土 砂質土 渡りの シルト 砂質土 混りの シルト 

砂質 シルト 

シルト 

備考 
若干の 木炭を 含む 若干の 木炭を 含む 土器チ ップ少 撮混入 
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層 土 色 土 性 備 考 

1 10YR%晴補色 シルト 焼土、炭化物を含む。 
一・◆l●‾ 

2 7.5YRタイ補色 粘土質シルト 
黒 鼻 -ンルト粗布- 

湿る。埋め戻し土。 

阜

L山喜l川,,,,I。.i」⊥」m

第9図 FE531住居跡、 FE532・56炉跡平断面図
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高畑遺跡

一部土性を欠いているピ、ノトもあるが、土色・土性・深さの点から柱穴を推定した。

柱穴は①、 ②、③、 ⑤、 ⑲、⑪と考えられ、さらに⑧のビットが炉の延長線上に位置し、ピット

の壁を粘土で固めてあったことは柱の固定を意図するものと判断できたため、前記のピットに

加えて7本のピットを主柱穴と考えた。この結果、炉の前庭部を挟む2個の柱穴と住居の中央

部に位置する⑧ピット、さらに東西の壁付近に2個ずつというシンメトリックな柱穴配置が得

られた。

〔炉〕 住居跡内に2つの炉跡が発見された。同港に接続する炉跡を1号炉、他を2号炉(図

中FE532炉)として記述する。

〈1号炉〉 住居の南側に位置していて、前述の様に端部は周溝に接続する。形態はI、 H、

III部に分れる。 I部…土器埋設の部分で、石組み、落ち込みは伴わをい。埋設方法は床面を半

円形状に掘り込み土器を埋設し、周囲を埋め戻し、土器の周囲を厚さ3cm程の粘土を貼り固定

したものである。土器は有底の深鉢の下半部を使用したもの。土器の周辺は焼土化している。

II部…床面からの深さ20cmと最も窪んだ部分で、前方の部分(IIa部)には粗く石敦がをされ

ている。重重a部は底面に10数個の石を敷いたものだが、周囲はやはり焼土化していて、石自体

も加熱により脆くなっている。 IIb部は焼土の堆積は見られをい。

〈2号炉〉 (第10図) 住居の中央部から東壁方向に向けて位置し、炉の方向はN-92○○W

をとる。I部・・・⑨ピソトは炉の掘り込み部分に隣接して掘られたビットであるが、ピ、ノト内に多

量の焼土ブロックが混入しており、柱穴と回生格を異にしたピットと考えられる。 1号炉のI

部と位置関係が近似していることから、炉に附随する(例えば埋設土器の抜き取り穴)性格の

ビットと判断し、 2号炉I部を⑨ピットにあてた。 II部…II部は後続するIII部に比べて一段低

めの底面をもち、 II部とIⅡ部は河原石で仕切られている。細長い河原石の隣には浅めの小さな

ピットが見られたが、石の抜き取り穴であろうと想定される。 II部の底面には厚さ2cmの焼土

が堆積していた。

2号炉とFE531住居跡との重複関係については埋土が残存しをいために断言できないが、 2

号炉の遺存状況から見て1号炉より古く、抜き取りの可能性から考えるならば、 2号炉は廃棄

され1号炉につけかえられた可能性も否定できない。

〔出土遺物〕 出土遺物は極めて少ない。炉跡、炉跡付近から数個の土器片と磨製石斧1点、同

港埋土からフレークが1点出土した。 11図1は1号炉の埋設土器で、深鉢の下半部である。休

部にはRしの単節縄文が施されている。加熱を受けて脆弱化しており、器面の剥落も著しい。

2は胴脹らみした深鉢(?)上半部である。口緑下方に緩やかか皮状況線がめぐり、休部には

洗練による曲線文が展開している。地文はしRの単節縄文を使用し、無文部はこれを擦り消し

ている。 4は炉跡付近から出土した磨製石斧で、石質は黒雲母埼岩を使用。器面には顕著を調
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高畑遺跡

第10図 FE532炉跡・ FE56炉跡平断面図

1
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で
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層 土 色 土 性 備 考 

1 10YR易∴黒補色 シ ルト 

焼士粒を含む 

2 3 4 赤補色 5YR労黒鵠色 

焼土 砂質土 シルト ケ ノン 焼土 

5 2.5YR% 暗赤禍色 

6 5YR舞∴∴ヶ 焼土ブロックを含む 

7 2.5YRタイ 赤禍色 

∈三上
FE531住居跡か跡堰設土器

・1 ∴手嶋531住居跡如上据置封自」二逝物

「しこ56炉跡現設土器

第11図 FE531住居跡、 FE56炉跡出土遺物
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高畑遺跡

整痕が見られ、刃部は両面からの剥離によって整えられている。

FE56炉跡(第10図、写真図版2-3、 3葛1)

FE531住居跡の東側に隣接して発見された炉跡で、住居に伴う他の施設は発見されをかった。

主軸方向はN-3o-Eをとる。

I部…埋設土器と簡単を石組みとで構成される。埋設土器は地面を幾分掘り窪めた中に埋め

込んだもので、周囲は5個の河原石で固められていた。土器は加熱を受けて脆く在っているが

周囲はあまり焼土化していをい。工I部…不整形に掘り込まれた部分で、焼土の堆積は見られを

い。埋土は黒褐色シルトの単層で、僅かに木炭が混入されている。

〔出土遺物〕 I部に使用された埋設土器の他はII部床面から縄文土器片が数点出土している

が、いずれも観察不可能都田片である。 11図3は埋設土器で、深鉢の体部下半から底部までが

使用されている。体部外面にはしRの単節縄文が見られる。

FG5艦尾跡(第12図、写真図版5、 6)

〔遺構の確認〕 耕土排除後、 H層上面で確認された。

〔規模・平面形〕 主軸長5.77m、幅6mで、ほぼ隅丸方形を呈す。

〔主軸方向〕 N-25030’-W

〔埋土〕 2層に大別される。上層は黒色を呈したシルトで炭化物、土器片等を含んでいる。

下層は砂質土を含んだ暗褐色シルト質土に占められるが、上層に近づくにつれ漸次黒色味を増

している。

〔壁・床〕壁の過存状態は良好で77oの傾斜を持って床面に至る。床面は平坦で貼り床は行

をわれていない。住居跡内の西側床面には直径30cm、厚さ2-3cmの焼土の固まりが見られた。

〔周溝〕幅10-30cm、床面からの深さ10-20cm程の周溝が壁に沿って全周する。周溝底面は

平坦ではをく各所に凸凹がある。また周溝底面が一段と掘り下がった小六状の部分が各所に見

られた。このうち⑪のど、ノト内からは石片が集中して多数出土している(後述)。写真図版6一

瓢

〔柱穴〕住居跡床面、周溝部分あわせて16個のビットが検出された。このうち柱穴に当るピ

ットは、床面からの深さからみて①、③、⑥、⑧(あるいは⑦か)、 ⑨、⑲と考えられる。こ

の結果、主軸を中心線としてほぼ左右対称の規則的を柱穴配置の形態が得られた。

〔その他のピット〕主柱穴とは認定し難いピット類の中に周溝底面の小六があるが、このピ

ット類の中で⑪ビットの石片貯蔵例ほど、ソトの性格を把握する上で重要な一資料と在り得るも

のである。石片類は⑪ビットの埋土中層部分から一括して出土し、その数は約90片にのぼる。

石片類の9割は同一石質で占められ、チップ類の出土は初、った。この出土状況から見て、剥

片類はビットに廃棄、流れ込みをしたものではなく『貯蔵』の一形態であろうと判断した。
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第3表 FG50住居跡ピット一覧表

ビ小脇 ① ② ③ ④ (り ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑲ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

深さ 64 14 59 29 34 57 49 50 50 50 27 33 19 33 24 18 

(層) 上層 下層 上層 下層 上層 下層 

土色 
暗脚色 丁.5YR 3/3 鵠榔包 丁.5YR 3/2 隷薄包 丁.5YR 3/2 撫鴻色 5YR 2/2 隷棚色 5YR 2/2 靭色 10YR 4/4 

晴的色 10YR 3/4 

土性 
砂質 シルト 

シルト 
砂質土 湿り シルト 

シルト シルト 
シルト 質 砂質土 シルト 砂上の 混合 

備考 
娩土プ ロソク 混入 

剥片 貯蔵 

〔炉〕  I部、 II部、 IⅡ部に区分される。 I部・・・床面を不整円形に掘り窪め、壁に大きめの礫

をめぐらせ、中央部底面には埋設土器を持つ。土器の内外共に焼土が堆積していた。 II部…最

も深く掘り窪められた部分で、底面は固く焼土化していた。 IⅡ部…同港に接続する前庭部であ

る。焼土の堆積は見られをい。

〔出土遺物〕 FG50住居跡は最も出土遺物の豊富を住居跡である。特に石器、剥片類は床面、

周溝部等から多数出土している。 (第13図)

土器:床面からの出土土器は数少なかった。 1は大型の深鉢で、底部が欠損している。体部か

ら口緑にかけては直線的に立つ。外面にはしRの単節縄文が縦回転され、内面は丁寧に磨かれ

ている。 2は炉跡の埋設土器で、深鉢の体部下半を使用したもの。休部外面にはRしの単節縄

文が施されているが、器面の剥落が著しいため明瞭ではない。 3は口緑部一体部片の推定実測

であるが休部に脹らみを持ち、口緑が外反する器形を取る。外面には洗練による文様区画を持

ち、地文はしRの単節縄文で、無文部はこれを擦り消している。

土製品: 13図4-9は円盤状の土製品である。いずれも土器の破片を使用し周縁を擦って形作

ったものである。 6は表面に沈線文が施され、他は地文のみの破片が使用されている。

石器(第14図) : 1-3は石鍛(I類)で、いずれも両面から入念を加工が施され、薄手であ

る。 3点ともに無茎で基部には挟人がある。 3は比較的大形で、両側緑は幾分コンケーブし

ている。 4-石錐(II類)。錐部は細く長く作り出され、断面は菱形を呈す。 5、 6、 7-ツ

マミを有する切削器類(HI類)に含められる。 5は縦形剥片を使用し、両側緑に刃部を持つ

(IIIa類)。刃部、くびれ部分の作り出しは極めて単純である。 2は端部に刃部を持つもので

いわゆる横刃形の切削器(IIIb類)である。表面は入念に加工されているが、裏面は一次剥離

面を大きく残している。刃部角は比較的大きく、刃部の刃潰れは顕著である。また裏面の刃部

に見られる小剥離は使用による剥離と考えられる。 7もやはりIIIb類に含められるが刃部角は
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第13図 FG50住居跡出土遺物
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くく二⊃

第14図 FG50住居跡出土遺物
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大である。一部欠損品。 8、 9はⅣa類の石器である。 8は片面に原石面を残した縦長の剥片

を使用。原石面の一側線に刃部調整剥離を行っている。刃部角大で、刃潰れの痕跡が顕著である。

他方の側線のコンケーブ部分には使用による微小剥離が見られる。11、 12一Ⅳb類である。11は

分厚い石片を使用し、片面加工により整形され、尖頭形の形状を呈している。刃部調整は両側

緑から先端部にかすて認められる。刃部角は大で、形状より剥掻機能を有する石器と考えた。

欠損品。 12はやや小形であるが、やはり尖頭形を呈している。側線は一方が幾分カーブし、他

方が直線的になっているものである。 13、 14、 18-Ⅳc類に含めた。形態、刃部のあり方も一

様では老い。 13は刃部がほぼ直線を成すもので、刃部角は大である。加工は片面にのみ集中し

一方の面には使用による微小剥離が見られる。 14は刃部が弧状を成すもので、刃部の加工は単

純である。 18は小形のスクレーパーである。片面にのみ入念を刃部加工が施されている。刃部

は弧状にカーブしており、刃部角は鋭角である。

この他ⅣaへCの基準には包括できなかったがスクレーパーであろうと思われる刃部を有す

るものに10、 15-17がある。 10はサイドに刃部を有す点ではⅣa類に含められるが、肉が薄く

刃部角は小さい。両サイドに片面からの刃部加工がをされている。 15は用途に疑問が残る石器

であるが、尖頭部使用の刺突具とは考えられず、スクレーパーと判断した。周縁に両面からの

押庄剥離による刃部加工が行かれているが、使用による磨耗はほとんど見られない。 17は長辺

の一辺と短辺とに刃部加工が施されている。短辺の刃部は特に刃部角大で、剥掻機能を有すと

思われる。 19、 20は使用痕のある剥片である。

13図10は磨製石斧である。千枚岩を使用。表面には斜方向に走る調整擦痕が見られるが、全

体に損耗が著しい。刃部は使用による破損が著しい。

F 156炉(第15図、写真図版4-2)

耕土排除後、 FI56、 59、 FJ56、 597‘)ッド中に南北6.5m,東西4.5mの範囲に遺構の

広がりが確認された。この黒色土の広がりはダルマ形の形状を呈していて、二つの遺構の存在

が予想されたものである。掘り下げた結果、約4-10cmでIII層面に至り、 F I56、 F J56炉跡

が検出されたものである。 F J56炉跡については後述するが、この二つの遺構の切り合い関係

は不明である。

〔規模〕 軸長1.75m,最大幅1.4m,検出面よりの深さ12-15cm。

〔方向〕 w-400-N

〔埋土〕 2層に大別され、上層は黒褐色シルト層で、炭化物の粒子、少量の焼土が混入して

いる。下層は埋設土器の周囲に集中している層で砂質土混りの焼土である。

〔形状・構造〕 平面形は前方が半円形、後方が方形を呈す。中央部は一段低く曇り、底面に

土器が埋設されている。この部分は底面が焼土化し、土器も加熱を受けている。
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第15図 FI56炉・ FJ56炉跡平断面図
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